
 

 

 

 

 

 

「作品展示」募集要項 

 

１ 概 要 

  専門高校等で学ぶ全国の高校生が、実習・課題研究等において製作した作品ならびに、開催県の専門高

校及び特別支援学校の実習等での生徒作品や研究成果の展示・実演をする。 

 

２ 作品数 

 (1) 全国から募集する作品数は、原則として次の表のとおりとする。 

学科 農業 工業 商業 水産 家庭 看護 情報 福祉 総合 
次 期 
開催県 合計 

作品数 20 18 20 14 15 8 3 3 １ １ 103 

(2) 作品出展校については、原則として、各学科の全国高等学校長協会等に依頼し選定する。 

(3) 予定数以上の出展については、実行委員会事務局と相談の上で決定する。 

 

３ 日 程  

令和７年10月25日（土） 10:30 ～ 16:00 

令和７年10月26日（日）  9:30 ～ 14:30 

 

４ 会 場 

  ビッグパレットふくしま（福島産業交流館） 多目的ホールＢ・Ｃ 

  〒963-0115 福島県郡山市南二丁目52番地  TEL  024-947-8010 

 

５ 内容等 

(1) 作品は原則として、次の範囲で展示できるものとする。 

奥 行 幅 高 さ 使  用  電  源 

90cm以内 180cm以内 200cm以内 
※必要な場合のみ 

単相交流50Hz、100V（200V不可）、5A以下 

(2) 展示についての注意事項（以下のものは禁止とする） 

ア 火気及び水を使用するもの。 

イ 大きな音や強い光を出すものや臭い・ガス・煙を発生するもの。 

ウ 倒れる危険性のあるものや、床を傷つけやすいものや重量の重いもの。 

エ スポット照明等、特別な照明を必要とするもの。 

オ 展示スペース以上の面積を必要とするもの。その他、特別な配慮が必要と考えられるもの。 

(3) 展示作品の破損、盗難等については補償しない。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 作品の輸送、搬入及び搬出 

(1) 作品輸送の詳細については、後日大会ＨＰに掲載する「輸送要項」による。 

(2) 作品搬入の詳細については、申込み受付後、「受付・問合せ担当校」から連絡する。 

(3) 搬入する作品は、原則として梱包のまま保管できるものとする。 

(4) 展示終了後の作品の梱包・搬出は出展者が行う。出展者による梱包・搬出が困難な場合は事前に「受

付・問合せ担当校」と相談する。 

 

７ 作品の据え付け等 

(1) 作品の据え付け場所は、「受付・問合せ担当校」が決定する。 

(2) 作品の展示準備は、令和７年10月24日（金）13:00～16:30までの間に行うこと。その際、受付で展示場

所・方法等について指示を受ける。 

(3) 作品の据え付けは出展者が行う。出展者による据え付けが困難な場合は、参加申込書（様式１－１）の

「展示者」欄の「福島県の担当校に委託」を選択し、事前に「受付・問合せ担当校」に相談する。 

(4) 作品についての説明を行う場合は出展者が行う。また、説明にＩＣＴ機器等を用いる場合は、参加申込書

（様式１－１）「その他」の欄に、持込み機器を記入する。 

(5) その他、詳細については、事前に「受付・問合せ担当校」に相談する。 

 

８ 交通費、宿泊費及び作品輸送費等 

(1) 作品の展示に係る生徒及び引率者の交通費、宿泊費等については、自己負担とする 。 

なお、宿泊希望者については、後日大会 ＨＰ に掲載する「宿泊要項」により宿泊先を斡旋する。 

(2) 作品輸送費及び展示・演示用消耗品等の費用は、参加校の負担とする。 

 

９  申込方法 

(1) 各都道府県教育委員会・政令指定都市教育委員会は、本要項に基づき、参加申込書（様式１－１）作

品概要と展示寸法（様式１－２）に必要事項を記入の上、令和７年７月11日（金） までに「受付・問

合せ担当校」へ電子メールで申し込むこと。その際、展示作品の写真又は詳細図等（ データ量は合計で

 ５ MB 以内）を添付すること。 

(2) 提出書類の作成に当たっては、参加生徒の氏名、肖像等の個人情報を大会要項等に掲載し公開するこ

とがあるので、本人の了解を得て作成すること。 

200㎝ 

学校幕は 

事務局が準備いたします 

机 

幅180㎝×高さ70㎝×奥60㎝ 



(3) 受付・問合せ担当校 

学  校  名 所  在  地 
校   長 
担 当 者 

福島県立会津工業高等学校 

〒965-0802 

福島県会津若松市徒之町１番37号 

TEL 0242-27-7456 / FAX 0242-29-9239 
E-mail：sakuten2025-gr@fcs.ed.jp 

校 長 佐藤 正道 

担当者 安部 克彦 

菅野 隼  

 

 

１０ 実行委員会事務局 

第３５回全国産業教育フェア福島大会実行委員会事務局本部 

（福島県教育庁高校教育課内） 

〒960-8670 福島市杉妻町２番16号 

TEL 024-521-8643 / FAX 024-521-7973 

 

全国産業教育フェア福島大会のＨＰ        https://koukou-s.fcs.ed.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

さんフェア福島 

mailto:sakuten2025-gr@fcs.ed.jp
https://koukou-s.fcs.ed.jp/


 

 

 

「展示販売」募集要項 

 

１ 概 要 

  専門高校等で学ぶ全国の高校生が実習等において制作した作品、製品、生産物及び実習取扱商品や地

域の特産物等（以下「学校生産物等」という。）を販売する。 

 

２ 日 程  

令和７年10月25日（土） 10:30 ～ 16:00 

令和７年10月26日（日）  9:30 ～ 14:30 

 

３ 会 場 

  ビッグパレットふくしま（福島産業交流館） 多目的ホールＢ・Ｃ 

  〒963-0115 福島県郡山市南二丁目52番地  TEL  024-947-8010 

 

４ 出品条件 

(1) 販売する学校生産物等の製作費・輸送費は出品校の負担とする。 

(2) 実演しながらの展示販売（調理実習を兼ねた販売・試食等）は、不可とする。 

(3) 常温保存が可能なものとする。 

(4) 期間中を含め賞味期限内のものとする。 

 

５ 販売方法及び会計処理等 

(1) 販売は委託販売も可とする。 

(2) 委託販売時は、「受付・問合せ担当校」の生徒が店舗設営や売り上げの工夫を行う。 

(3) 委託販売時の販売希望価格は、１品につき2,000円以内（100円未満は50円または0円単位）と

し、総額は１校あたり100,000円以内に設定する。 

(4) 委託販売時には、完売を目指すために、最終日は販売価格を調整することができる。 

ア 売れ残りは、原則として開催県に寄付する。 

  なお、売れ残り商品の返送を希望する場合には「受付・問合せ担当校」に問い合わせること。 

イ 売上金から振込手数料を差し引いた金額を「受付・問合せ担当校」から各出品校の指定口座に振

り込む。 

ウ 学校生産物等の品目、出品校のパネルは、「受付・問合せ担当校」で表示する。 

エ 品目が重複した場合には、調整することがある。 

 

 



６ 学校生産物等の送付について 

(1) 送付の方法については、申し込み受付後、「受付・問合せ担当校」から連絡をする。 

(2) 送付の際、後日送付する「輸送伝票」に必要事項を記入の上、梱包に添付する。 

  また「輸送伝票」の写しは指定された日までに「受付・問い合せ担当校」に送付する。会場への学

校生産物等の到着日時は、令和７年10月24日（金）10:00から14:00での間とする。輸送方法等の

詳細については、後日大会ＨＰに掲載する「輸送要項」による。 

(3) 送付に当たっては、学校生産物等の特性や輸送日数を考慮し、到着日時を厳守する。 

  なお、やむを得ない事情等で到着日時が前後する場合は、事前に「受付・問合せ担当校」と協議す

る。 

(4) 輸送に特別な配慮が必要なものについては、事前に「受付・問合せ担当校」と協議のうえ、申込書

（様式２－１）の備考欄にその旨を記入する。 

(5) 学校生産物等の破損、盗難等については補償しない。 

 

７ 申込方法 

(1) 都道府県教育委員会・政令指定都市教育委員会は、本要項に基づき、申込書（様式２－１）、説明

書（様式２－２）に必要事項を記入の上、令和７年７月11日（金）までに、「受付・問合せ担当

校」へ電子メールで申し込む。 

(2) 受付・問合せ担当校 

学  校  名 所  在  地 
校   長 
担 当 者 

福島県立若松商業高等学校 

〒965-0875 

福島県会津若松市米代一丁目3番31号 

TEL 0242-27-0753 / FAX 0242-29-7380 
E-mail：tenhan2025-gr@fcs.ed.jp 

校 長 中野 正人 

担当者 佐藤 充 

 

８ 実行委員会事務局 

第３５回全国産業教育フェア福島大会実行委員会事務局本部 

（福島県教育庁高校教育課内） 

〒960-8670 福島市杉妻町２番16号 

TEL 024-521-8643 / FAX 024-521-7973 

 

全国産業教育フェア福島大会のＨＰ        https://koukou-s.fcs.ed.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

さんフェア福島 

mailto:tenhan2025-gr@fcs.ed.jp
https://koukou-s.fcs.ed.jp/


 

「作品・研究発表」募集要項 

 

１ 概 要 

  全国の専門高校等で学ぶ高校生が、学習や実験・実習等で製作した作品、研究の成果等について発表

する。 

 

２ 発表数 

(1) 全 国：９ 発表 

全国の農業・工業・商業・水産・家庭・看護・情報・福祉・総合に関する学科から各１発表を行う。 

(2) 開催県：１発表 

 

３ 日 程 

 令和7年10月25日（土） 10：30 ～ 13：30 

 

４ 会 場 

  ビッグパレットふくしま（福島県産業交流館） 中会議室Ｂ 

  〒963-0115 福島県郡山市南二丁目52番地  TEL 024-947-8010 

 

５ 内 容 

(1) 発表時間は1発表につき12分以内とし、別に準備・整理時間を３分以内とする。  

(2) 「受付・問合せ担当校」が用意する発表用の機械・器具（様式３－２参照）を使用してもよい。 

なお、これら以外の機械・器具及び接続ケーブルについては発表者が用意すること。 

(3) 発表作品の説明掲示資料（パネル等）について 

ア 発表作品に関する説明資料を掲示するついたて（幅 900mm×高 2,100mm）を発表各校につき 

1枚を「受付・問合せ担当校」が用意する。 

イ 発表者は、発表作品に関する説明掲示資料を、上記ついたてに掲示できるサイズで作成する。

（作成費用は、発表者負担とする。） 

ウ 説明掲示資料の使用有無については、視聴覚機器等申込書（様式３－２）に記入する。 

エ 説明掲示資料は会場内に展示する。その展示場は「受付・問合せ担当校」で指定する。 

オ 説明掲示資料の輸送・搬入については、後日「受付・問合せ担当校」から発表校に連絡する。 

(4) 動画は、発表者がパソコンで操作すること。 

 

６ 作品の受付 

(1) 作品の持込みの有無については、視聴覚機器等申込書（様式３－２）に記入する。 

(2) 作品の輸送・搬入については、後日「受付・問合せ担当校」から発表校に連絡する。  

 

７ リハーサル及び打合せ 

(1) リハーサルは、以下の日時の中で10分間行うことができる。 

    令和７年10月24日（金）14:00～16:00 

(2) リハーサル希望の有無については、視聴覚機器等申込書（様式３－２）に記入する。 

(3) 打合せ及びリハーサルの日時は、後日「受付・問合せ担当校」から発表校に連絡する。  

 



８ 発表会場でのセッティング及び撤収・梱包等  

発表会場でのセッティング及び発表終了後の撤収・梱包等については、発表校が行う。 

 

９ 交通費・宿泊費及び作品輸送費等 

(1) 作品・研究発表に係る生徒及び引率者の交通費・宿泊費等については、自己負担とする。 

  なお、宿泊希望者については、後日大会ＨＰに掲載する「宿泊要項」により宿泊先を斡旋する。 

(2) 作品及び説明掲示資料の輸送費及び発表用消耗品等の費用は、発表校の負担とする。 

 

10 表 彰 

発表者には奨励賞を授与する。 

 

11 申込方法 

(1) 各都道府県教育委員会・政令指定都市教育委員会は、本要項に基づき、申込書（様式３－１）、視

聴覚機器等申込書（様式３－２）に必要事項を記入の上、令和７年７月18日（金）までに「受付・

問合せ担当校」へ電子メールで申し込むこと。その際、大会要項等に掲載するため、発表者又は作

品等の写真各１枚（データ量は合計で５MB 以内）を添付すること。 

※上記期限までに発表校が決定していない場合は、事前に「受付・問合せ担当校」へ連絡すること。 

(2) 発表校は、発表原稿を令和７年８月29日（金）までに「受付・問合せ担当校」へ電子メールで送

付すること。やむを得ない事由により申込み後に変更が出た場合は、「受付・問合せ担当校」へ速や

かに連絡すること。 

(3) 提出書類の作成に当たっては、参加生徒の氏名、肖像等の個人情報を大会要項等に掲載し公開する

ことがあるので、本人の了解を得ること。 

(4) 受付・問合せ担当校 

学  校  名 所  在  地 
校   長 
担 当 者 

福島県立修明高等学校 

〒963-6131 
福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字東中居63番地
TEL 0247-33-3214 / FAX 0247-33-7943 
E-mail：saku-ken2025-gr@fcs.ed.jp 

校 長 阿部 拓広 

担当者 伊藤 正樹 

 

12 実行委員会事務局 

第３５回全国産業教育フェア福島大会実行委員会事務局本部 

（福島県教育庁高校教育課内） 

〒960-8670 福島市杉妻町2番16号 

TEL 024-521-8643 / FAX 024-521-7973 

 

全国産業教育フェア福島大会のWebページ  https://koukou-s.fcs.ed.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

さんフェア福島 

mailto:saku-ken2025-gr@fcs.ed.jp
https://koukou-s.fcs.ed.jp/


 

「意見・体験発表」募集要項 

 

１ 概 要 

  全国の専門高校等で学ぶ高校生が、学習や実験・実習等で製作した作品、研究の成果 等について発表

する。 

 

２ 発表数 

(1) 全 国：９発表 

全国の農業・工業・商業・水産・家庭・看護・情報・福祉・総合に関する学科から各１発表を行う。 

(2) 開催県：１発表 

 

３ 日 程 

 令和7年10月25日（土） 10:30 ～ 12:30 

 

４ 会 場 

  ビッグパレットふくしま（福島県産業交流館） 中会議室Ａ 

  〒963-0115 福島県郡山市南二丁目52番地  TEL 024-947-8010 

 

５ 内 容 

(1) 発表時間は１発表につき７分以内とし、別に準備・整理時間を３分以内とする。 

(2) 発表内容は、産業教育に関わりの深いものとする。 

 (3) 「受付・問合せ担当校」が用意する発表用の機械・器具（様式４－２参照）を使用してもよい。 

   なお、これら以外の機械・器具及び接続ケーブルについては発表者が用意すること。 

(4) 動画は、発表者がパソコンで操作すること。 

 

６ リハーサル及び打合せ  

(1) リハーサルは、以下の日時の中で10分間行うことができる。 

令和７年10月24日（金）14:00～16:00 

(2) リハーサル希望の有無については、視聴覚機器等申込書（様式４－２）に記入する。 

(3) 打合せ及びリハーサル日時は、後日「受付・問合せ担当校」から発表校に連絡する。 

 

７ 発表会場でのセッティング及び撤収・梱包等  

発表会場でのセッティング及び発表終了後の撤収・梱包等については、発表校が行う。 

 

８ 交通費・宿泊費等 

発表する生徒及び引率者の交通費、宿泊費等については、自己負担とする。 

なお、宿泊希望者については、後日大会ＨＰに掲載する「宿泊要項」により宿泊先を斡旋する。 

 

９ 表 彰 

発表者には奨励賞を授与する。 

 

 



10 申込方法 

(1) 各都道府県教育委員会・政令指定都市教育委員会は、本要項に基づき、所定の申込書（様式４－

１）、視聴覚機器等申込書（様式４－２）に必要事項を記入の上、令和７年７月18日（金）（必着）ま

でに「受付・問合せ担当校」へ電子メールで申し込むこと。その際、大会要項等に掲載するため、 発表

者及び作品等の写真各１枚（データ量は合計で５MB以内）を添付すること。 

 ※上記期限までに発表校が決定していない場合は、事前に受付・問合せ担当校へ連絡すること。  

(2) 発表校は、発表原稿を令和７年８月29日（金）（必着）までに「受付・問合せ担当校」へ電子メール

で送付すること。やむを得ない事由により申込み後に変更が出た場合は、「受付・問合せ担当校」へ速

やかに連絡すること。 

(3) 提出書類の作成に当たっては、参加生徒の氏名、肖像等の個人情報を大会要項等に掲載し公開するこ

とがあるので、本人の了解を得て作成すること。  

(4) 受付・問合せ担当校 

学  校  名 所  在  地 
校   長 
担 当 者 

福島県立修明高等学校 

〒963-6131 

福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字東中居63番地 

TEL 0247-33-3214 / FAX 0247-33-7943 
E-mail：ike-tai2025-gr@fcs.ed.jp 

校 長 阿部 拓広 

担当者 伊藤 正樹 

 

11 実行委員会事務局 

第３５回全国産業教育フェア福島大会実行委員会事務局本部 

（福島県教育庁高校教育課内） 

〒960-8670 福島市杉妻町2番16号 

TEL 024-521-8643 / FAX 024-521-7973 

 

全国産業教育フェア福島大会のWebページ  https://koukou-s.fcs.ed.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さんフェア福島 
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「第24回全国高校生フラワーアレンジメントコンテスト」 

募 集 要 項 

 

１ 趣 旨 

専門高校等で学ぶ全国の高校生が、フラワーデザインに関する知識と技能を活用し、自らの考えを表 

現する力や創造性・芸術性を互いに高め合い、新たな未来を切り拓く職業人としての資質を育むことを 

目的とする。 

 

２ 出場資格 

全国の専門高校等に学ぶ生徒で、各都府県2名以内とする。ただし、北海道は3名以内（北北海道地 

区1名、東北海道地区1名、南北海道地区1名）、開催県である福島県は5名以内とする。 

 

３ 日 程 

令和７年10月25日（土） 10:00 ～ 16:00  開会式、コンテスト、閉会式 

令和７年10月26日（日）  9:30 ～ 14:30  作品展示 

 

４ 会 場 

ビッグパレットふくしま（福島産業交流館）多目的ホールＣ、コンベンションホールＢ 

  〒963-0115 福島県郡山市南二丁目52番地  TEL  024-947-8010 

 

５ 内 容 

別紙「第２４回全国高校生フラワーアレンジメントコンテスト実施規則」による。 

 

６ 交通費及び宿泊費 

出場者及び引率者の交通費、宿泊費等については、事務局では負担しない。 

なお、宿泊希望者については、後日大会ＨＰに掲載する「宿泊要項」により宿泊先を斡旋する。 

 

７ 申込方法 

(1) 各都道府県教育委員会・政令指定都市教育委員会は、本要項に基づき、下記の入力フォームにアク

セスし、必要事項を入力して、令和７年８月19日（火）までに申し込むこと。必要事項について

は、参加申込書（様式５）を参考にすること。 

(2) 入力フォームからの申し込みが困難な場合に限り、所定の参加申込書（様式５）に必要事項を記入

の上、令和７年８月19日（火）までに「受付・問合せ担当校」へ電子メールで申し込むこと。 

(3) 参加申込書（様式５）は大会ＨＰからダウンロードし使用すること。 

(4) 受付後に「受付・問合せ担当校」から各都道府県教育委員会・政令指定都市教育委員会及び参加校

へ、受付完了メールを送信する。申込み手続き後１週間を経過しても受付完了メールが送信されない

場合は、「受付・問合せ担当校」に確認すること。 

(5) 募集要項に関する問合せは、各都道府県教育委員会・政令指定都市教育委員会から「受付・問合せ

担当校」へ電子メールにより行うこと。 

(6) 実施規則に関する質問は、令和７年９月19日（金）までに参加校から「受付・問合せ担当校」へ



電子メールにより行う。回答は、大会ＨＰに掲載する。 

(7) 提出書類の作成に当たっては、参加生徒の氏名、肖像等の個人情報を大会要項等に掲載し公開する

ことがあるので、本人の了解を得て作成すること。 

(8) 受付・問合せ担当校 

学  校  名 所  在  地 
校   長 
担 当 者 

福島県立岩瀬農業高等学校 

〒969-0401 

福島県岩瀬郡鏡石町桜町207 

TEL 0248-62-3145 / FAX 0248-92-2051 
E-mail：flower2025-gr@fcs.ed.jp 

校 長 志賀  勲 

担当者 鈴木 洋行 

 

８ 入力フォーム 

   https://forms.office.com/r/Eb4MRDq6pJ 
 

 

 

 

 

 

 

９ 実行委員会事務局 

第３５回全国産業教育フェア福島大会実行委員会事務局本部 

（福島県教育庁高校教育課内） 

〒960-8670 福島市杉妻町２番16号 

TEL 024-521-8643 / FAX 024-521-7973 

 

全国産業教育フェア福島大会のＨＰ        https://koukou-s.fcs.ed.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

さんフェア福島 
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https://koukou-s.fcs.ed.jp/


 
 
 
 

「第24回全国高校生フラワーアレンジメントコンテスト」 

実 施 規 則 
１ 制作規定 

(1) 支給された花材・資材・花器を使用し、テーマに基づいて作品を制作する。 
(2) テーマは、大会１ヶ月前を目処に大会ＨＰで発表する。 
(3) デザインは自由とし、テーマに合う作品とする。 
(4) 制作した作品についての説明文を、競技時間内に指定用紙に記入する。 
(5) 支給された花材・資材・花器のすべてを使用する必要はない。 
(6) 作品のサイズ規定は、大会１ヶ月前を目処に大会ＨＰで発表する。 

 

２ 花材・資材・花器及び用具 

(1) 花材・資材・花器は、大会１ヶ月前を目処に大会ＨＰで発表する。 
  ただし、花材については、大会当日、多少変更の可能性がある。 
(2) 花材・資材・花器、ゴミ袋、花バケツは、担当校で準備する。 
(3) 競技会場へ持ち込むことができる用具は、次のとおりとする。 

なお、同種の用具は、用途別や予備のため複数持ち込むことができる。 
ア 出場者が必ず持参する用具 
   ハサミ、吸水性スポンジ用カッター類、シート（床用）、布ガムテープ(養生テープ)、雑巾、筆記用具 
イ 出場者が必要と判断すれば持ち込むことができる用具 

ナイフ、ステープラー、メジャー、シート（机用）、裸ワイヤ（長さ・太さ自由）、 
ワイヤ用カッター類、フローラルテープ（色・幅自由）、腕時計（通信機能を有さないもの）、 
エプロン、ハンドタオル類、絆創膏、用具運搬用バッグ類、両面テープ（幅自由） 

(4) 競技会場へ持ち込むことができない用具は、次のとおりとする。 
通信機器、電動工具類 

 

３ 競技時間 

(1) 制作時間は60分以内とする。（説明文の記入、後片付けを含む。） 
(2) 残り時間について、30分前、10分前、５分前、１分前を口頭で知らせる。 

 

４ 競技規則概要 

(1) 競技開始後は、原則として花材・資材の交換、補充を行わない。 
(2) 競技中は、用具の貸し借り・譲渡、アラーム類の使用、私語を禁止する。 
(3) ワイヤは、補強・セキュアリング・装飾に使用してもかまわない。 

ただし、事前にフローラルテープを巻いた物・ワイヤを加工した物を競技会場へ持参することはできない。 
(4) 片付けは、競技時間内に行う。 
(5) 使用しなかった支給花材･資材は、元あった場所に戻しておく。 
(6) 作品制作が完了した場合であっても、競技終了までその場で待機していること。 
(7) 非常事態が生じたときは、その場で挙手により合図し、係員の指示に従う。 
(8) 次の場合は、失格とする。 

ア  支給された花材・資材及び持込が認められた持参用具以外のものが作品に含まれる場合。 
イ 他人の作品に何らかの損害を与えた場合。 
ウ 競技時間終了後に作品制作を行った場合。 
エ  その他、競技規則に違反したとみなされる場合。 

 

５ 審査方法 

フラワーデザインに関する専門的な知識・技術を有する有識者等５名により、作品内容及び作品制作の技術・
態度について総合的に審査する。 

 

６ 表 彰 

金賞１作品、銀賞２作品、銅賞２作品、審査員奨励賞５作品とする。 



 

 

 

 

 

 

 

「第33回全国高等学校ロボット競技大会福島大会」 

募 集 要 項 
１ 趣 旨 

   全国の専門高校等で学ぶ生徒が、ロボット競技大会への参加を目指し、仲間と協力しながら新鮮な

発想で工夫を凝らし、創造力を発揮してロボットを製作する。また、その取組の過程を通して、もの

づくりの技術・技能を習得し、次世代を担う技術者としての資質を向上させる。 

 

２ 出場資格 

工業に関する学科に在籍する高校生で構成されたチームとする。ただし、その他の学科からの参加

申込みがあれば別途検討する。なお、チームは学校単位で構成し、1チーム５名以内、同一校からの

出場は２チーム以内とする。 

また、各都道府県の本大会出場チーム数は、各都道府県からの仮申込チーム数により決定し、後日

公表する。公表は、８ 申込方法（１）ウのとおりである。 

 

３ 日 程 

令和７年10月25日（土） 8:15～16:45 受付、公式練習、開会式 

令和７年10月26日（日） 8:45～16:00 競技(招集時間)、閉会式 

 

４ 会 場 

郡山総合体育館 〒963-8016 福島県郡山市豊田町3番10号 TEL 024-934-1500 

 

５ 競技内容 

   「第３３回全国高等学校ロボット競技大会福島大会実施規則」による。 

 

６ ロボットの輸送、搬入及び搬出 

 (1) これらについては、大会ＨＰに掲載する。 

 (2) 業者等に委託して輸送する場合は、ロボットを梱包すること。 

 (3) 搬入するロボットは、原則として梱包のまま保管できるものとすること。 

 (4) 競技大会終了後のロボットの梱包及び搬出は出場チームが行うこと。 

 (5) プラカードは出場チームが準備すること。なお、大きさについては大会ＨＰに掲載する。 

 

７ 交通費、宿泊費及び輸送費等 

 (1) 競技に係る生徒及び引率者の交通費、宿泊費は、出場チームの負担とする。 

なお、宿泊希望者については、大会ＨＰに掲載する｢宿泊要項｣により宿泊先を斡旋する。 

 (2) ロボットの製作費及び輸送費等は、出場チームの負担とする。 

 (3) 競技用にかかる消耗品等の費用は、出場チームの負担とする。 

 

８ 申込方法 

(1) 各都道府県教育委員会・政令指定都市教育委員会は、本要項に基づき、次の日程で「受付・問合せ

担当校」に電子メールで申し込む。申込書（様式６－１、様式６－２）は大会ＨＰからダウンロード



できる。 

 ア 仮申込みは、令和７年６月２日(月)から６月６日(金)までの間に、様式６－１により申し込む。 

イ 本申込みは、令和７年９月１日(月)から９月５日(金)までの間に、様式６－２により一括して申

し込む。 

 ウ 仮申込チーム数が７２チームを超えた場合、各都道府県の本申込みを制限する。その場合、本申

込みの期間前に、調整後の申込台数を関係各教育委員会宛てに連絡する。 

(2) 提出書類の作成に当たっては、参加生徒の氏名、肖像等の個人情報を大会要項等に掲載し公開する

ことがあるので、本人の了解を得ること。 

(3) 受付・問合せ担当校 

学  校  名 所  在  地 
校   長 
担 当 者 

福島県立郡山北工業高等学校 

〒963-8052 

福島県郡山市八山田二丁目224番地 

 TEL 024-932-1199 / FAX 024-935-9849 

E-mail：robot2025-gr@fcs.ed.jp 

校 長 鈴木 哲 

担当者 永山小太郎 

 

９ 問合せ方法 

  問合せは、下記入力フォームにより行う。回答は、後日Ｑ＆Ａとして大会ＨＰで公開する。 

 

https://forms.gle/z2v8PKytnJKRejp69 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 実行委員会事務局 

第３５回全国産業教育フェア福島大会実行委員会事務局本部 

（福島県教育庁高校教育課内） 

〒960-8670 福島市杉妻町2番16号  TEL 024-521-8643 / FAX 024-521-7973 

全国産業教育フェア福島大会ＨＰ   https://koukou-s.fcs.ed.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さんフェア福島 
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「第３３回全国高等学校ロボット競技大会 福島大会」 

「未来を拓け！開拓者たちよ。 ～ 福島のうまい
・ ・ ・

もの
・ ・

をロボット技術で世界へ発信 ～」 

実 施 規 則【確定版】 
１ 競技内容 

（ １ ） イメ ージ 

福島県は， 南北に連なる阿武隈高地と 奥羽山脈を境に東から 浜通り ， 中通り ， 会津の３ 地域に

分けら れ， 異なる気候風土のも と ， それぞれ魅力的な発展をし てきた。  

浜通り は， 太平洋側沿岸にあって， 約 160km の比較的出入り の少ない海岸線に沿った低地帯

で海産物は「 常磐も の」 と し てブラ ンド 化さ れている。  

中通り は，県の中心地域であり ，阿武隈川が南から 北へと 流れ，水田や果樹園が広がり ，特に，

桃， 梨， り んご， ぶどう など「 フ ルーツ王国ふく し ま」 と し て全国的に知られている。  

会津は， 本県のシンボル磐梯山， 国内第４ 位の面積を誇る猪苗代湖， 檜原湖や五色沼湖沼群を

抱く 裏磐梯高原，高層湿原の尾瀬など，日本を代表する大自然が広がり ，「 会津米」の産地である。  

こ れら ３ 地域の特産物を収穫し ， 浜通り では「 常磐も の」 の干物づく り ， 中通り と 会津では名

城「 鶴ヶ 城」（ 会津若松城） へ果物を献上し たり ， 幸運を運ぶと さ れる郷土玩具「 赤べこ 」 を完成

さ せたり する競技である。  

（ ２ ） 競技概要 

競技時間は３ 分間と する。 競技は， リ モコン型ロボッ ト が， 中通り ゾーンの白河の関エリ アか

ら スタ ート し ， 会津ゾーンの名産品「 会津米」 に見立てた塩ビ管を水田エリ アから引き抜き， ラ

イスセンタ ーエリ アに収納するか，赤色コ ンテナに収め「 赤べこ 」 を完成さ せるかを行う 。また，

中通り ゾーンの梨・ ぶどう ・ 白桃に見立てたボールを取り ， 鶴ヶ 城エリ アに運び， 既定の場所に

配置する。 さ ら に， 磐梯山に見立てたスコ ッ チコーンに「 制覇の旗」 を立てる。  

自立型ロボッ ト は，浜通り ゾーンの勿来の関エリ アから スタ ート し ，「 常磐も の」 の海産物と し

て， カレイ・ メ ヒ カリ ・ ホッ キ貝に見立てたペッ ト ボト ルを捕り ， 干物エリ アの網棚に収める。 

こ れら の課題を解決するこ と で， 得点を競う も のである。  

（ ３ ） チーム構成 

参加するチームは， 生徒５ 名以内の登録選手及び引率教員， 並びに生徒が製作し たリ モコ ン型

ロボッ ト １ 台と 自立型ロボッ ト １ 台の計２ 台のロボッ ト で構成さ れる。 ロボッ ト は， リ モコ ン型

ロボッ ト のみでも 参加できるも のと する。  

２ ロボットの規格及び製作規定 

（ １ ） 製作するロボッ ト  

リ モコ ン型ロボッ ト １ 台と 自立型ロボッ ト １ 台の計２ 台のロボッ ト と する。  

ただし ， リ モコ ン型ロボッ ト のみでの競技への参加は認めるが， 自立型ロボッ ト のみでの参加

は認めない。  

（ ２ ） サイズ及び重量 

ア リ モコ ン型ロボッ ト  

ａ  外寸： 幅 500mm×奥行 500mm×高さ  600 mm 以内 

  ※ 外寸はスタ ート 時の形状による寸法と し ， スタ ート 後の展開は自由と する。  
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総務省電波利用技適マークとは？ 

 無線通信機器において，技術基準適合証明と技術基準適合認定のいず

れか，あるいは両者の認証がなされていることを表示するマークで，総務

省令によって定められたものである。      

  ※ コ ント ロールボッ ク ス， コード ， 配線支持棒はサイズに含まない。  

ｂ  重量： 制限なし 。 ただし ， 重量と はロボッ ト 本体， コ ント ロールボッ クス， 配線コ ード ， バ

ッ テリ ー等のロボッ ト 構成部品の合計重量を示す。  

ｃ  制覇の旗（ アイテム⑩） は競技準備開始の放送後にロボッ ト 内に設置する。  

ｄ  緊急停止用スイッ チをつけるこ と 。  

イ  自立型ロボッ ト  

ａ  外寸： 幅 300mm×奥行 300mm×高さ  300mm 以内 

  ※ 外寸はスタ ート 時の形状による寸法と し ， スタ ート 後の展開は自由と する。  

ｂ  重量： 制限なし 。 ただし ， 重量と はロボッ ト 本体， バッ テリ ー等のロボッ ト 構成部品を含ん

だ合計重量を示す。  

ｃ  緊急停止用スイッ チをつけるこ と 。  

（ ３ ） 動力源 

ア ロボッ ト の動力源は， すべてロボッ ト 本体に内蔵する。 コント ロールボッ ク ス内に電源を配置

する場合， その用途がコ ント ロールボッ ク スと ロボッ ト 間の通信制御のためであり ， ロボッ ト の

動力源に当たら ない場合は， こ の限り ではない。  

イ 動力源は， あら かじ めエネルギーを蓄えたバッ テリ ー・ バネ・ ゴム・ 空気圧等と する。 燃焼を

伴う 火薬・ 内燃機関・ 異臭や人体に悪影響があるガス， 油圧等の使用は禁止する。  

ウ エアー注入等危険を伴う 作業をする場合は， 安全メ ガネ（ 保護メ ガネまたはゴーグル） を着用

するこ と 。  

（ ４ ） 制御方法・ 機構 

ア コ ント ロールボッ クスは１ 個と する。  

イ 有線でリ モコ ン型ロボッ ト を制御する場合は， ロボッ ト 本体と コ ント ロールボッ ク スを配線コ

ード のみで接続する。 ただし ， 配線コ ード の取り 回し を行う ための配線支持棒は使用し ても 良い

も のと する。  

ウ 無線でリ モコ ン型ロボッ ト を制御する場合は， 使用周波数が 2.4GHz で， 富士ソフ ト 新ラ ジコ

ンシステム， 双葉電子工業（ FUTABA）， 三和電子機械（ SANWA）， 近藤化学（ KOPROPO），

日本遠隔制御（ JR） の各社無線機， 5Company（ VEX ロボティ ク ス VEX V5）， 及び PS2 無線

コ ント ローラ ー（ Arduino 用 PS2 シールド ） 並びに Bluetooth， ZigBee 及び Wi-Fi 規格の電波

法に基づいたも のを使用し ， 総務省電波利用技適マークが確認できるも のを使用すること 。 それ

以外の無線機， 技適マーク が確認できないものを使用し た場合は失格と する。（ PS3・ PS4・ PS5
のコ ント ローラーについても 有線・ 無線と もに使用を可と する。）  

 

 

 

 

 

 

エ 有線と 無線のコ ント ロールボッ ク スの混在は認めない。  

オ 無線機の競技中のト ラ ブルについては， 競技者が対応するこ と 。 主催者は一切対応し ない。  

カ 競技開始後のロボッ ト の展開， 変形は自由と する。  

キ ロボッ ト の分離は一切認めない。  

ク  他チームに影響を及ぼすよう な機構を搭載し ないこ と 。  

（ ５ ） その他 

ア ロボッ ト は生徒が製作し たも のに限る。 生徒は， 製作し たロボッ ト の機構・ 仕様・ 加工技術・

制御方法・ プログラ ム等について理解し ていること 。  
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イ 競技コ ースやアイテムに接触する部分に， 粘着性のある部材を使用するこ と は禁止する。  

ウ 競技コ ース， 会場， 各アイテム等を損傷， 汚濁さ せる部品等の使用は禁止する。 特に， タ イヤ

等に滑り 止め剤を塗布し たり ， シリ コ ン剤， コ ーキング剤などのコ ース上に油膜を形成する素材

を使用し たり ， 床表面の状態を変化さ せるよう なタ イヤ痕を残す素材等を使用するこ と を禁止す

る。  

エ 前出（ イ・ ウ） の制約に触れない素材（ 布製の面フ ァ スナー， 磁石， 圧力差による吸引など）

を利用し た機構の使用は認める。  

オ レーザー等， 人体に悪影響を及ぼす恐れのある装置や発光を伴う 照準装置の使用は禁止する。  

カ バッ テリ ー液などを漏ら す等， 競技の進行に支障をきたすこ と がないよう なロボッ ト の構造に

するこ と 。  

３ 競技コートの仕様（別紙 競技コート図面 参照） 

（ １ ） 各ゾーン・ 各エリ ア（ 別紙 競技コ ート 図面 競技コート平面図 ７ページを参照）  

競技コ ート は次のア～ウの各ゾーンで構成さ れ， 各ゾーン内には各エリ アが設けら れている。 

空間に関する記述がないゾーン及びエリ アについて， 当該ゾーン及びエリ ア上空は， そのゾー

ン及びエリ アに属さ ないも のと し ， ロボッ ト や競技者が侵入し てもよい。 ただし ， 各ゾーン及び

エリ アを構成するための床面以外の部分， 例えば， 各エリ ア端の側面の部材にロボッ ト は触れて

も 良いが， 乗り 上げたり ， 意図的に荷重をかけたり し てはなら ない。  

ア 浜通り ゾーン（ 別紙 競技コ ート 図面 浜通りゾーン ８～９ページを参照）  

コ ート 床面と 同じ 高さ の水平な床面と する。  

自立型ロボッ ト のスタ ート 位置である勿来の関エリ ア， カレイ（ アイテム①）， メ ヒ カリ（ ア

イテム②）， ホッ キ貝（ アイテム③） を配置するための海岸エリ ア， 捕獲し たカレイ（ アイテム

①）， メ ヒ カリ （ アイテム②）， ホッ キ貝（ アイテム③） を収める網棚を設置し た阿武隈高地エ

リ ア及び干物エリ ア， 自立型ロボッ ト のゴール位置である相馬エリ アが設けら れている。  

相馬エリ アは 50mm 幅の黒色ビニルテープで分割し ， 海岸エリ アは SPF 材１ ×２ （ 高さ

19mm） で分割する。 また， 干物エリ アの網棚の中心と 中通り ゾーン壁面より 250mm の位置

に 50mm 幅の黒色ビニルテープを貼る。網棚の取り 付けは，床面より 高さ 100mm，150mm，

200mm の位置に１ か所ずつ設置する。  

イ 中通り ゾーン（ 別紙 競技コ ート 図面 中通りゾーン １０～１２ページを参照）  

コ ート 床面より 高さ 101mm の水平な床面と する。  

リ モコ ン型ロボッ ト のスタ ート 位置である白河の関エリ ア， 梨（ アイテム④）， ぶどう（ アイ

テム⑤）， 白桃（ アイテム⑥） をそれぞれ配置するための梨果樹園・ ぶどう 果樹園・ 桃果樹園の

３ か所のフ ルーツエリ アが設けら れている。  

ウ 会津ゾーン（ 別紙 競技コ ート 図面 会津ゾーン １３～２１ページを参照）  

コ ート 床面より 高さ 101mm の水平な床面と する。  

喜多方エリ ア①には会津米（ アイテム⑦） を配置する水田エリ ア， 喜多方エリ ア②には奥羽

山脈峠エリ ア①及び制覇の旗（ アイテム⑩） を立てるためのスコッ チコ ーンを設置し た磐梯山

エリ ア， 南会津エリ ア①には水田エリ アの会津米（ アイテム⑦） を収め，「 赤べこ 」 を完成さ せ

るための赤色コ ンテナを設置し た赤べこ エリ ア， 南会津エリ ア②には奥羽山脈峠エリ ア②， ラ

イスセンタ ーエリ アには水田エリ アから 収穫し た会津米（ アイテム⑦） を収納するための木枠，

鶴ヶ 城エリ アには中通り ゾーンのフルーツエリ アから 収穫し た梨（ アイテム④），ぶどう（ アイ

テム⑤），白桃（ アイテム⑥） を配置するための穴を開けた台や木枠を設置し た台が設けら れて

いる。  

なお， 猪苗代湖エリ アはコ ート 床面と 同じ 高さ で， 水平な床面と する。 猪苗代湖エリ アの床

面の色は， 水色と する。  
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（ ２ ） 各ゾーン・ 各エリ アの材質 

ア 操縦・ 操作エリ ア及び補助者移動可能エリ アの材質 

（ 別紙 競技コ ート 図面 ３ページを参照）  

○ 吸ホル養生ボード （ 大建工業（ 株））  寸法 910mm×1820mm×6mm １ ８ 枚使用 

※ ズレを防止するため， 幅 50mm の養生テープ（ 緑色， メ ーカー指定なし ） でつなぎ目を

固定する。  

○ リ モコ ン型ロボッ ト 操縦者の操縦エリ ア及び自立型ロボッ ト 操作者の操作エリ アの境界に

は， ３ Ｍスコ ッ チビニルテープ（ 赤） 50mm 幅を貼る。  
（ 別紙 競技コ ート 図面 ６ページを参照）  

イ 床面・ 底面コ ート 基本素材（ 別紙 競技コ ート 図面 ４～６ページを参照）  

○ コ ンパネ材（ Ｊ Ａ Ｓ 規格合板） 寸法 900mm×1800mm×12mm ６ 枚 

○ 塗装コンパネ材イエロー（ Ｊ Ａ Ｓ 規格合板） 寸法 900mm×1800mm×12mm ２ 枚 

※ Ｊ Ａ Ｓ 規格合板については，製造地域や製造時期によっ て寸法・ 質感・ 光の反射率等が異

なる場合があるも のと する。  

○ SPF 材２ ×４（ 38ｍｍ×89ｍｍ） 床面フ レームの格子状成型に使用する。競技コ ート の壁面

と し て各所に使用する。  

ウ 浜通り ゾーン 

 ａ  勿来の関エリ ア（ 別紙 競技コ ート 図面 ８ページを参照）  

自立型ロボッ ト のスタ ート 位置である勿来の関エリ アには，３ Ｍスコ ッ チビニルテープ（ 黒）

50mm 幅を外寸 300mm になるよう に貼る。  
 ｂ  海岸エリ ア（ 別紙 競技コ ート 図面 ８ページを参照）  

SPF 材１ ×２（ 19mm×38mm） を使用し ，カレイ（ アイテム①），メ ヒ カリ（ アイテム②），

ホッ キ貝（ アイテム③） を配置する幅 80mm の海岸エリ アを分割する。  

 ｃ  阿武隈高地エリ ア（ 別紙 競技コ ート 図面 ８～９ページを参照）  

コ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 250mm×600mm×12mm 1 枚，  
コ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 300mm×600mm×12mm 1 枚，  
コ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 350mm×600mm×12mm 1 枚を使用する。  
中通り ゾーン壁面に SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） を使用し 固定する。  

 ｄ  干物エリ ア（ 別紙 競技コ ート 図面 ８～９ページを参照）  

３ Ｍスコ ッ チビニルテープ（ 黒） 50mm 幅を貼り 分割する。網棚（ インテリ アメ ッ シュ SK-
101）の中心と 中通り ゾーン壁面より 250mmの位置に３ Ｍスコ ッ チビニルテープ（ 黒）50mm
幅を貼る。 網棚の固定用アルミ 管（ 12mm×12mm） は， 阿武隈高地エリ アの浜通り ゾーン

床面より 高さ 100mm， 150mm， 200mm の位置に１ か所ずつ設置する。  
 ｅ  相馬エリ ア（ 別紙 競技コ ート 図面 ８ページを参照）  

自立型ロボッ ト のゴール位置である相馬エリ アには， ３ Ｍスコ ッ チビニルテープ（ 黒）

50mm 幅を貼り 分割する。  

エ 中通り ゾーン 

 ａ  県北エリ ア（ 別紙 競技コ ート 図面 １０ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×1800mm×12mm 1 枚を使用する。 

 ｂ  県南エリ ア（ 別紙 競技コ ート 図面 １１ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×1800mm×12mm 1 枚を使用する。 
リ モコ ン型ロボッ ト のスタ ート 位置である白河の関エリ アには， ３ Ｍスコ ッ チビニルテー

プ（ 黒） 50mm 幅を外寸 500mm になるよう に貼る。  
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 ｃ  フ ルーツエリ ア（ 各果樹園共通）（ 別紙 競技コ ート 図面 １２ページを参照）  

底板はコ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 200mm×750mm×12mm 1 枚を使用する。  

SPF 材１ ×２ （ 19mm×38mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
枠組みの内側に人工芝（ TRUSCO TTF-936） 寸法 124mm×574mm 1 枚を使用し ， 裏

面を底板に両面テープ（ メ ーカー指定なし ） で固定する。  
フ ルーツエリ アは， 枠組みの外側底板部分を中通り ゾーンの天板に木ねじ で固定する。  

オ 会津ゾーン 

 ａ  喜多方エリ ア①（ 別紙 競技コ ート 図面 １３ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×1350mm×12mm 1 枚を使用する。 
水田エリ ア畔には， SPF 材２ ×２ （ 38×38mm） 長さ 900mm を 1 本使用する。  
水田エリ アには， 会津米（ アイテム⑦） の塩ビ管 VP13（ 外径 18mm） を配置するために

φ20mm の穴を１ ５ か所開ける。  

 ｂ  喜多方エリ ア②（ 別紙 競技コ ート 図面 １４ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×1350mm×12mm 1 枚を使用する。 
磐梯山エリ アには， ３ Ｍスコッ チビニルテープ（ 赤） 50mm 幅を外寸 300mm になるよう

に貼る。  
奥羽山脈峠エリ ア①には， SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） 長さ 750mm と 長さ 450mm 

を 1 本ずつ使用する。  
 ｃ  南会津エリ ア①（ 別紙 競技コ ート 図面 １５ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×1350mm×12mm 1 枚を使用する。 
赤べこ エリ アには， VN 型コ ンテナを設置するために，  

シナべニア 寸法 188mm×700mm×3mm １ 枚を使用し ， 壁面に固定する。  

 ｄ  南会津エリ ア②（ 別紙 競技コ ート 図面 １６ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×1350mm×12mm 1 枚を使用する。 
奥羽山脈峠エリ ア②には，SPF 材２ ×４（ 38mm×89mm） 長さ 750mm を２ 本使用する。  

 ｅ  ライスセンタ ーエリ ア（ 別紙 競技コ ート 図面 １７ページを参照）  

SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
天板はコ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 900mm×900mm×12mm 1 枚を使用する。  
ライスセンタ ーの枠は， SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を使用し ， 枠組みを構成する。  
鶴ヶ 城エリ アを設置するため， SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） を天板のコンパネ材に固

定し ， 基礎固定枠と する。  
 ｆ  鶴ヶ 城エリ ア①（ 別紙 競技コ ート 図面 １８ページを参照）  

SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） を使用し ， 内側フ レームを構成する。  
天板はコ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 400mm×500mm×12mm 1 枚を使用する。  
天板には， 梨（ アイテム④） を配置するために φ50mm の穴を５ か所開ける。  

天板を含めた会津ゾーン床面から の高さ は 300mm と する。  

 ｇ  鶴ヶ 城エリ ア②（ 別紙 競技コ ート 図面 １９ページを参照）  

SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） を使用し ， 内側フ レームを構成する。  
天板はコ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 300mm×500mm×12mm 1 枚を使用する。  
天板には， 白桃（ アイテム⑥） を収納するために SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） を使用

し ， 内寸 150mm×150mm の枠組みを構成する。  
天板を含めた会津ゾーン床面から の高さ は 450mm と する。  
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 ｈ  鶴ヶ 城エリ ア③（ 別紙 競技コ ート 図面 ２０ページを参照）  

SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） を使用し ， 内側フ レームを構成する。  
天板はコ ンパネ材（ JAS 規格合板） 寸法 200mm×500mm×12mm 1 枚を使用する。  
天板には， ぶどう （ アイテム⑤） を配置するために φ20mm の穴を５ か所開ける。  

天板を含めた会津ゾーン床面から の高さ は 250mm と する。  

４ アイテムの設置，仕様等 

〇 アイテム仕様 

アイテム アイテム設置ゾーン 仕様（メーカー・品番） 

アイテム① 

カレイ： ５ 本 

浜通り ゾーン 

海岸エリ ア内の任意の場所に立

てた状態で５ 本配置する。  

浜通り ゾーンの干物エリ アの網

棚に収め，「 常磐も の」 カレイ

の干物を完成さ せる。  

ペッ ト ボト ル 500 ㎖ 
日本コ カ・ コ ーラ㈱ 

 アク エリ アス 500 ㎖ 
 
※ ラ ベルなし ， キャ ッ プ付き

で空のペッ ト ボト ルと する。  

アイテム② 

メ ヒ カリ ： ５ 本 

浜通り ゾーン 

海岸エリ ア内の任意の場所に立

てた状態で５ 本配置する。  

浜通り ゾーンの干物エリ アの網

棚に収め，「 常磐も の」 メ ヒ カ

リ の干物を完成さ せる。  

ペッ ト ボト ル 350 ㎖ 
日本コ カ・ コ ーラ㈱ 

 コ カ・ コーラ  350 ㎖ 
 
※ ラ ベルなし ， キャ ッ プ付き

で空のペッ ト ボト ルと する。  

アイテム③ 

ホッ キ貝： ５ 本 

浜通り ゾーン 

海岸エリ ア内の任意の場所に立

てた状態で５ 本配置する。  

浜通り ゾーンの干物エリ アの網

棚に収め，「 常磐も の」 ホッ キ

貝の干物を完成さ せる。  

ペッ ト ボト ル 280 ㎖ 
日本コ カ・ コ ーラ㈱ 

 フ ァ ンタ グレープ 280 ㎖ 
 
※ ラ ベルなし ， キャ ッ プ付き

で空のペッ ト ボト ルと する。  

アイテム④ 

梨： ５ 個 

中通り ゾーン 

フ ルーツエリ ア（ 梨果樹園） の

人工芝の上に５ 個を配置する。

重ねて， 配置はできない。  

会津ゾーンへ運び， 鶴ヶ 城エリ

アの所定の場所に配置する。  

 

ソ フ ト ボール３ 号球 

ナガセケンコ ー㈱ 
S3C-Y-NEW（ イエロー）  
 
※ロゴマーク については， 不

問と する。 Q＆A３ ８ 参照 

アイテム⑤ 

ぶどう ： ５ 個 

 

 

中通り ゾーン 

フ ルーツエリ ア（ ぶどう 果樹

園） の人工芝の上に５ 個を配置

する。 重ねて， 配置はできな

い。  

会津ゾーンへ運び， 鶴ヶ 城エリ

アの所定の場所に配置する。  

ゴルフ ボール 
本間ゴルフ  HONMA D1 
BT2201（ グリ ーン）  
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アイテム⑥ 

白桃： ５ 個 

 

 

 

 

中通り ゾーン 

フ ルーツエリ ア（ 桃果樹園） の

人工芝の上に５ 個を配置する。

重ねて， 配置はできない。  

会津ゾーンへ運び， 鶴ヶ 城エリ

アの所定の場所に配置する。  

軟式野球ボール 
(公財)全日本軟式野球連盟 公

認球 学童（ 小学生） 用 
重量： 129±1.8g 
直径： 69±0.5mm 
色 ： 白 
ナガセケンコ ー㈱ 
ケンコ ーボール公認球 J 号 

アイテム⑦ 

会津米： １ ５ 本 

 

 

 

 

 

（ エンド キャ ッ プを含む 
 全長 250mm と する。）  

会津ゾーン 

水田エリ アの１ ５ か所の穴に配

置する。  

会津ゾーンの水田エリ アから引

き抜き， ライスセンタ ーエリ ア

に収納するか， VN 型コ ンテナ

に収め「 赤べこ 」 を完成さ せ

る。  

塩ビ管 VP13 (JIS K 6742) 

塩ビエンド キャ ッ プ TSC13 
(JIS K 6743) 
メ ーカー指定なし  

アイテム⑧ 

赤べこ ： ５ 個 

会津ゾーン 

赤べこ エリ アの５ か所に設置す

る。  

会津ゾーンの水田エリ アから塩

ビ管を引き抜き， コ ンテナに収

め「 赤べこ」 を完成さ せる。  

VN 型コンテナ 
TRUSCO（トラスコ中山㈱） 
VN-2N-R（レッド） 

アイテム⑨ 

磐梯山： １ 個 

会津ゾーン 

磐梯山エリ ア内に設置する。  

紅葉と 雪をイメ ージし た磐梯山

の頂上に制覇の旗（ アイテム

⑩） を立てる。  

ミニスコッチコーン 
安全興業 
SCY-450（イエロー） 
高さ 450mm 

アイテム⑩ 

制覇の旗： １ 本 

会津ゾーン 

競技準備開始の放送後にロボッ

ト 内に設置する。  

磐梯山エリ アの磐梯山（ アイテ

ム⑨） のミ ニスコッ チコ ーンに

立てる。「 立てる」 と は， 判定

用目印である赤色ビニルテープ

が完全に見えない状態まで入っ

ているこ と 。  

三角旗（蛍光オレンジ） 
グリーンクロス 
64-6554-13（アズワン品番） 
サイズ 260×300mm 
旗竿 
塩ビ管 VP13 (JIS K 6742) 
長さ 800mm 
（別紙 競技コート図面 

 ２２ページを参照） 

５ 車 検 

（ １ ） 車検は，「 ２  ロボッ ト の規格及び製作規定」 に準じ て検査する。  

（ ２ ） 車検は， 公式練習前及び予選・ 準々決勝・ 準決勝・ 決勝の各試合前に実施する。  

 



                                           第３３回全国高等学校ロボット競技大会 福島大会                

実 施 規 則【 確 定 版 】 

- 8 - 

６ 競技方法 

（ １ ） 競技内容 

ア 競技時間は３ 分間と し ，競技開始の合図（ ブザーの鳴り はじ め） で始まり ，競技終了の合図（ ブ

ザーの鳴り はじ め） で終了する。  

イ 競技者は３ 名以内と し ， 登録選手であれば競技ごと に交代し ても よい。 ただし ， 競技中に競技

者を交代するこ と は認めない。  

ウ 競技者は， ロボッ ト ， 工具（ 工具箱５ Ｌ 程度を上限と する） を準備し てコ ート に入場する。  

エ 競技開始９ ０ 秒前（ 競技準備開始） の放送後， 競技者は自コ ート において次のａ ～ｅ の準備を

行う 。 なお， ａ ～ｅ の準備がすべて終えたこ と を審判が確認するまでは， 選手は競技を開始する

こ と ができない。 すべての準備が正し く 終えたにも 関わら ず， 審判が準備完了確認済の合図をし

ない場合， 選手はその理由を審判に直接確認するこ と が望まし い。  

ａ  リ モコン型ロボッ ト を中通り ゾーンの白河の関エリ ア（ スタ ート 位置） の枠内に入るよう に

置き， 制覇の旗（ アイテム⑩） をロボッ ト 内に設置し ， コント ロールボッ ク スを操縦エリ ア内

の床面に置く 。リ モコ ン型ロボッ ト の置く 方向は競技者の判断により ，自由に設置し ても よい。

制覇の旗（ アイテム⑩） は，競技コ ート 床面に接触すること は認めないが，白河の関エリ ア（ ス

タ ート 位置） の枠外上空に出るこ と は認める。 ただし ， リ モコ ン型ロボッ ト が競技開始の合図

の前に展開するこ と は一切認めない。  

ｂ  自立型ロボッ ト を浜通り ゾーンの勿来の関エリ ア（ スタ ート 位置） の枠内に入るよう に置く 。

自立型ロボッ ト の置く 方向は競技者の判断により ， 自由に設置し てもよい。 ただし ， 競技開始

の合図の前にロボッ ト を展開すること は一切認めない。 また， 競技者は競技開始の合図の前に

自立型ロボッ ト の起動スイッ チを入れ， 自立プログラムの動作が可能な状態と する。 競技開始

の合図の後の操作は認めない。  

ｃ  浜通り ゾーンの海岸エリ ア内に， カレイ（ アイテム①）， メ ヒ カリ （ アイテム②）， ホッ キ貝

（ アイテム③） の計１ ５ 本を立てた状態（ キャ ッ プを上側と する） で配置する。 海岸エリ ア内

であれば， アイテムの順番や位置は， 競技者の判断により 自由に配置し ても よい。 ただし ， 同

種のアイテムを連続し て配置すること は一切認めない。  

ｄ  会津ゾーンの水田エリ アには， 競技準備前に競技コ ート 係役員により 会津米（ アイ テム⑦）  

１ ５ 本を配置する。競技者は，競技準備の間に確認すると と もに，塩ビエンド キャ ッ プ（ TSC13）

側を上に向けた状態であれば斜めに配置し ても よい。 ただし ， 底面が浮いている状態で配置す

るこ と は一切認めない。  

ｅ  その他のアイテムについては，競技準備前に，競技コ ート 係役員により 配置する。競技者は，

競技準備の間に確認すると と もに， 梨（ アイテム④）， ぶどう （ アイテム⑤）， 白桃（ アイテム

⑥）については，各エリ アの人工芝の上であれば，並べ方やその向きを変更すること ができる。

ただし ， 重ねて配置するこ と は一切認めない。  

ｆ  各アイテムについて， 疑義がある場合には， 審判に直接確認すること が望まし い。 試合後の

異議申し 立ては一切認めない。  

オ 競技開始 

ａ  リ モコン型ロボッ ト 操縦者は， 競技開始の合図の後に， 操縦エリ ア内の床面に置かれたコン

ト ロールボッ ク スを取り ， 操縦を開始できる。 競技開始後に操縦者が移動できる範囲は， リ モ

コ ン型ロボッ ト 操縦エリ ア内のみと する。ただし ，「 リ スタ ート 」 または「 リ ト ラ イ」 を宣言し ，

認めら れた場合はこ の限り ではない。  

ｂ  自立型ロボッ ト は， 競技開始の合図の後に， 自立プログラ ムにより 動作が可能である。 競技

者が合図の後に自立型ロボッ ト を操作するこ と は認めない。 ただし ， 競技者が審判に「 リ スタ

ート 」 または「 リ ト ラ イ」 を宣言し ， 認めら れた場合はこの限り ではない。  
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ｃ  リ モコン型ロボッ ト は白河の関エリ アから スタ ート し ， 中通り ゾーンのフ ルーツエリ アから

梨（ アイテム④）， ぶどう （ アイ テム⑤）， 白桃（ アイテム⑥） を収穫し ， 梨（ アイテム④） 及

びぶどう （ アイテム⑤） は会津ゾーンの鶴ヶ 城エリ アの所定の穴の位置に配置し ， 白桃（ アイ

テム⑥）は木枠の中に収納するこ と で得点の対象と なる。また，会津ゾーンの水田エリ アから，

会津米（ アイテム⑦） を収穫し ， 赤べこ エリ アで「 赤べこ」 を完成さ せるか， ライスセンタ ー

エリ アに収納するこ と で得点の対象と なる。 さ ら に， 制覇の旗（ アイテム⑩） を磐梯山エリ ア

の頂上に立てるこ と で得点の対象と なる。 ただし ， 制覇の旗（ アイテム⑩） を磐梯山エリ アの

頂上に立てた後， リ モコ ン型ロボッ ト は得点をするこ と はできない。  

ｄ  自立型ロボッ ト は勿来の関エリ アから スタ ート し ，海岸エリ ア内のカレイ（ アイテム①），メ

ヒ カリ（ アイテム②）， ホッ キ貝（ アイテム③） を捕り ， 干物エリ アの網棚に収めること で得点

の対象と なる。 また， 相馬エリ アに到達すれば得点の対象と なる。 ただし ， 競技終了の合図の

時に自立型ロボッ ト の浜通り ゾーンの床面と 接する部分のすべてが相馬エリ ア内にある状態

と する。  

ｅ  リ モコ ン型ロボッ ト 及び自立型ロボッ ト がすべてのアイテムを所定の位置に配置・ 収納し ，

完成し た状態であり ， 自立型ロボッ ト が相馬エリ アに到達し ている状態であれば， V ゴール達

成と なる。 ただし ， 会津米（ アイテム⑦） は， 赤べこ エリ アの各 VN 型コ ンテナに１ 本ずつ収

めら れ，ラ イスセンタ ーエリ アに１ ０ 本収納さ れている状態でなければ V ゴール達成は認めら

れない。  

V ゴール達成は競技者が宣言し ， 審判が認めれば成立する。 審判は， 競技開始から V ゴール

達成までの時間を計測する。  

※ フ ルーツエリ アから 各アイテムを収穫する際に， フ ルーツエリ アにロボッ ト を乗り 上げるこ

と は認めない。 ロボッ ト の一部が， 底板・ 人工芝・ 枠組みフ レームに接触するこ と は認める。 

※ リ モコン型ロボッ ト 及び自立型ロボッ ト が， 一度保持し たアイテムを移動中などに他のエリ

アに落と し た場合， 再回収するこ と は認めない。  

※ リ モコン型ロボッ ト が各アイテムを配置・ 収納する際に， 鶴ヶ 城エリ ア， ライスセンタ ーエ

リ アにロボッ ト を乗り 上げること は認めない。 ロボッ ト の一部が， 天板及び側面に接触するこ

と は認める。  

※ リ モコン型ロボッ ト は制覇の旗をロボッ ト 内に設置さ れている状態でなければ， 各アイテム

をロボッ ト に取り 込んだり ， 各エリ アに配置・ 収納し たり すること （ 得点すること ） は認めな

い。  

※ リ モコ ン型ロボッ ト が移動中などに制覇の旗を落下または競技コ ート 床面に接触さ せてし

まっ た場合は， 競技者の判断により ， 審判にリ スタ ート またはリ モコン型ロボッ ト の「 リ ト ラ

イ」， もし く は「 競技終了」 を宣言するこ と ができる。  

※ 制覇の旗を磐梯山エリ アの頂上に立てると は， 磐梯山( アイテム⑨) の頂上部を水平方向から

見たと きに， 制覇の旗の旗竿に貼られている判定用目印である赤色ビニルテープが完全に見え

ない状態まで入っ ているこ と と する。  

※ 赤べこエリ アの各 VN 型コ ンテナに複数本の塩ビ管を入れた場合は，「 赤べこ」 完成の得点

は認めら れない。 また， 塩ビ管はエンド キャ ッ プ側を上側に向け， 内側に向けるこ と と する。 

 

 

 

 

 

 

 
「 赤べこ」 完成！ 

得点が認められる状態 得点が認められない状態の例 
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カ 競技終了の宣言について 

競技者は競技が終わっ たと 判断し た場合， もし く は競技続行が不可能と 判断し た場合に審判

に「 競技終了」 を宣言するこ と で競技を終わら せるこ と ができる。「 競技終了」 の宣言が審判に

認めら れると ， 競技者はコ ート に侵入する行為， ロボッ ト に触れる行為， 電源操作する行為が

認めら れる。  

「 競技終了」 の宣言が認められずコ ート に侵入する， もし く はロボッ ト に触れる行為があっ

た場合はリ スタ ート と なる。  

７ 注意事項 

（ １ ） 競技中の注意事項 

ア 技術者倫理及びプロフ ェ ッ ショ ナルシッ プの醸成などの観点からルールを解釈し ， 競技を行う

こ と 。  

イ アイテム回収及び設置・ 収納する行為， その他について操縦者は指定さ れた行為以外， 行って

はなら ない。  

ウ 自立型ロボッ ト は自立駆動と し ， 無線による操作は一切認めない。 また， 自立プログラム動作

スイッ チ操作時やその他の不正操作が発覚し た場合は失格と する。  

エ リ モコ ン型ロボッ ト が奥羽山脈峠エリ ア①及び奥羽山脈峠エリ ア②を行き来する場合， リ モコ

ン型ロボッ ト は SPF 材２ ×４ （ 38mm×89mm） を乗り 越えて移動し てはなら ない。  

オ リ モコ ン型ロボッ ト は水田エリ ア畔の SPF 材２ ×２ （ 38mm×38mm） に走行系機構を乗り 上

げるこ と や乗り 越えて水田エリ アに侵入し てはなら ない。 ただし ， ロボッ ト 機構の一部が水田エ

リ ア畔や水田エリ ア床面に接触するこ と は認める。  

カ リ モコ ン型ロボッ ト が鶴ヶ 城エリ ア， ライスセンタ ーエリ ア， 猪苗代湖エリ アに侵入， も し く

は乗り 越えて移動し てはなら ない。 ただし ， ロボッ ト 機構の一部が各エリ アに接触するこ と は認

める。  

（ ２ ） リ スタ ート について 

「 リ スタ ート 」 の場合，競技者はすべてを初期状態に戻さ なければなら ない。（ すべてのアイテ

ム・ ロボッ ト の位置を含む） ロボッ ト を競技開始状態に戻し ， 審判の「 始め」 の合図を得て再ス

タ ート する。 なお， それまでの競技で得ら れた点数も リ セッ ト さ れ， 再度競技開始と なるが， タ

イム計測はリ セッ ト さ れないため， ３ 分間の競技が終了と 同時にロボッ ト を停止さ せなければな

ら ない。  

ア 競技者の宣言によるリ スタ ート  

競技者は， 自チームのロボッ ト が不具合や制御不能になっ たと 判断し た場合， 審判に「 リ ス

タ ート 」 を宣言できる。  

イ 審判の宣告によるリ スタ ート  

審判は， 競技中に次のａ ～ｇ の状態が生じ た時， 競技者に「 リ スタ ート 」 を宣告する。  

ａ  ロボッ ト がフ ラ イングスタ ート し た場合。  

ｂ  競技中に審判の許可なく ， 競技者がロボッ ト や競技コ ート ， アイテム類に触れた場合。 ただ

し ，操縦エリ アの鉛直空間内で，競技者が意図し ないと ころで得点対象物と 接触し た場合など，

明ら かに得点の増減に影響し ないと 審判が判断し た場合は， リ スタ ート を宣告し ない場合もあ

る。  

ｃ  競技者が， 審判の確認を受けずに， 競技を開始も し く は競技を再開し た場合。  

ｄ  リ モコン型ロボッ ト が， 浜通り ゾーンに侵入し た場合やアイテム①， アイテム②， アイテム

③や自立型ロボッ ト へ接触し た場合。 ただし ， 上空への侵入は， 可能と する。  

ｅ  自立型ロボッ ト が， 中通り ゾーンに侵入し た場合やアイテム①， アイ テム②， アイテム③以

外のアイテムへ接触し た場合。 ただし ， 上空への侵入は， 可能と する。  

ｆ  リ モコ ン型ロボッ ト 及び自立型ロボッ ト が， 競技方法で禁止さ れている行為を行っ た場合。 
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ｇ  審判が， 競技の公平性や競技コ ート の仕様を損なう 状況が生じ たと 判断し た場合。  

※ ロボッ ト が通常の動作をできず， 競技コ ート や各アイテムを著し く 壊す恐れがある場合は，

審判の判断により ロボッ ト を緊急停止し ，競技を終了さ せるこ と ができる。（ バッ テリ ーの発

火， 発煙し た場合や各ロボッ ト が制御不能と なり , 競技コ ート を損傷する恐れがあると 審判

が判断し た場合） ただし ， 各ロボッ ト が脱輪等により ， 走行ができなく なっ た場合は競技者

の判断による。  

（ ３ ） リ ト ライについて 

リ モコ ン型ロボッ ト 及び自立型ロボッ ト が競技開始の合図の後に， 不具合や制御不能になった

と 競技者が判断し た場合， 競技者は審判に「 リ ト ラ イ」 を宣言するこ と ができる。 宣言後は， 宣

言し たロボッ ト 及び各アイテムはすべて競技開始の合図の前の状態に戻し ， 審判の許可を得てか

ら 宣言し たロボッ ト のみ「 リ ト ライ」 をする。 ただし ， 宣言し たロボッ ト が得たそれまでの得点

は無効と する。  

なお， 宣言し ていないロボッ ト の競技は続行し たままでよく ， 宣言し ていないロボッ ト が得た

得点は有効と する。  

※ リ モコ ン型ロボッ ト 及び自立型ロボッ ト の各アイテムがそれぞれの競技ゾーン以外に入っ てし

まっ た場合，「 リ ト ライ」 は認めら れない。 こ のよう な場合， アイテム回収のため， 審判に「 リ ス

タ ート 」 を宣言すること はできる。  

８ 得 点 

競技終了後， 下表の条件を満たし た場合， その状況に応じ た得点をチームに与える。 その競技におけ

るチームの得点は与えら れた点数の合計と する。  

ロボット 条　　　件 個数 ポイント 得点

梨 （アイテム④）
鶴ヶ城エリア①の穴の位置に配置されてい

ること
5 20 100

ぶどう （アイテム⑤）
鶴ヶ城エリア③の穴の位置に配置されてい

ること
5 20 100

白桃 （アイテム⑥）
鶴ヶ城エリア②の天守枠（木枠）の中に収
納されていること

5 20 100

5 20 100
0 20 0
10 10 100
15 10 150

制覇の旗 （アイテム⑩）
磐梯山エリアのスコッチコーンに正しく立
てられていること

1 150 150

カレイ （アイテム①） 5 20 100

メヒカリ （アイテム②） 5 20 100

ホッキ貝 （アイテム③） 5 20 100

自立型ロボットが相馬エリア内にあること 1 50 50

1000合　　　　　計

※１ 「会津米」（アイテム⑦）により赤べこを完成させないで，すべてライスセンターに収納した場合の得点である。

　　　この場合の最大合計得点は,950点となり，Vゴール達成は認められない。

（アイテム⑦）

移動ポイント

アイテム等

干物エリアの網棚に収められていること

注：阿武隈高地エリアのコンパネに接触して

いても得点は認めるが，浜通りゾーンの床面

に接触している場合は得点は認めない。

リモコン型
ロボット

会津米

赤べこエリアのVN型コンテナに正しく収

め,赤べこが完成されていること

ライスセンターエリアの木枠の中に収納さ
れていること

自立型
ロボット

※１

※１
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９ 勝敗の判定基準 

次の順序で勝敗（ 上位） 判定を行う 。  

（ １ ） すべてのアイ テムを所定の位置に配置・ 収納し ， 完成し た状態であり ， 自立型ロボッ ト が相馬エ

リ アに到着し ている状態であれば， V ゴール達成と なる。 V ゴール達成の場合， 競技終了までの時

間の短いチームを上位と する。  

（ ２ ） 得点の高いチームを上位と する。  

（ ３ ） 同点の場合， 磐梯山エリ アに制覇の旗を立てたチームを上位と する。  

（ ４ ） 同点かつ制覇の旗が立てら れている状態の場合， リ モコ ン型ロボッ ト の重量が軽いチームを上位

と する。 なお， 制覇の旗が立てら れていない状態で同点の場合も 同様と する。  

（ ５ ）（ １ ） ～（ ４ ） まですべて同じ 場合， 各チームの競技者３ 名によるじ ゃんけんで勝ったチームを上

位と する。  

１０ 失格事項 

以下の事項に該当する場合， 審判の判断により 失格と するこ と がある。  

（ １ ） 集合時刻までに車検に合格できず集合できなかった場合。  

（ ２ ） コ ース， アイ テムを次の競技に影響する損傷・ 汚濁をさ せた場合。  

（ ３ ） 競技中に外部から 競技者に指示を行っ た場合。  

（ ４ ） 競技の公正を害する行為， または言動があった場合。  

（ ５ ） 審判の指示， 注意に従わなかっ た場合。  

（ ６ ） 競技中に外部と スマート フ ォン・ 携帯電話・ 無線機・ 情報機器等による通信を行った場合。  

（ ７ ） 競技者が招集時間内に， 集合し なかっ た場合。  

（ ８ ） 競技場にゼッ ケンを着用し た競技者３ 名以外のチーム関係者が立ち入った場合。  

（ ９ ） 無線機の電波やセンサ等を故意に妨害し た場合。  

（ 10）「 ２  ロボッ ト の規格及び製作規定」 及び「 ６  競技方法」，「 ７  注意事項」 を守ら なかった場合。  

１１ 異議申し立て 

審判の判定に対し ， 異議の申し 立てをするこ と はできない。 なお， 得点については， 主審が集計し た

後，主・ 副審判が競技者の代表１ 名に得点の確認を行う ので，競技者の代表１ 名は，得点状況を確認し ，

確認後， 集計表に署名すること 。 署名後は， 一切の異議を申し 立てるこ と はできない。  

１２ その他 

（ １ ） 不測の事態が生じ た場合は， 大会役員が協議し て対処を決定する。  

（ ２ ） 大会中に発生し た怪我・ 事故等については， 主催者は一切責任を負わない。  

（ ３ ） チーム構成員は， 大会が選手の学習活動の場であるこ と を認識し ， 競技の安全性や公平性， 大会

の円滑な運営の確保に努めるこ と を， 行動規範と し て定める。 行動規範に基づく 行動の具体と し て

考えら れるものを， 以下に列挙する。  

ア ロボッ ト が発煙等の危険な状態に陥っ た場合や競技コート の状態を損なう 可能性が生じ た場合

は， 勝敗より も 安全を優先し ， 審判による「 リ スタ ート 」 の宣告を待たずに， 事態が発生する前
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に競技者自ら が「 リ スタ ート 」 も し く は「 競技終了」 を宣言する。  

イ 怪我や物損防止のため，ロボッ ト を運搬する台車（ 1000mm×1000mm×1000mm 以内） を用

意する。  

※ 自作品の使用も 認めるが， 他チームの邪魔になるよう なサイズや， 審判や観覧者が見づらく

なるなどが無いよう に 1000mm×1000mm×1000mm 以内で製作するこ と 。  

ウ 競技コ ート に持ち込む工具は必要最小限（ 工具箱５ Ｌ 程度を上限と する） に収める。 ロボッ ト

の部品・ 電動工具・ 空気入れ・ コ ンプレッ サーなどを持ち込むこ と はできない。  

エ 劣化し たバッ テリ ーを使用し ない。  

オ ロボッ ト の誤動作を速やかに停止できる緊急停止用スイッ チを搭載する。  

カ 空気圧源のタ ンク にはテープを巻いて破裂時の危険性を避ける。  

（ ４ ） 教育的効果を高める観点から ， 主催者及び競技関係者は， ロボッ ト や選手の様子等を記録し 外部

に向けて発信するこ と がある。 また， 他チーム選手が大会終了後における学習活動の参考にするた

めに， 各チームのロボッ ト を撮影するこ と がある。 参加するチームの構成員は， 先に示し た行動規

範に基づき， こ れら について承諾し ているも のと する。 なお， 他のチームのロボッ ト を撮影する時

は，整備の邪魔になら ないこと を確認し てから 撮影する等，競技と は直接関係ない場面においても，

常に行動規範に配慮するこ と 。  

１３ 表 彰 

表彰については， 以下のと おり と する。（暫定表記） 

表 彰 名 授 与 者 賞状 盾 優勝旗 

優 勝 

文部科学大臣賞 

文部科学大臣 〇 〇  

(公社)全国工業高等学校長協会理事長 〇   

第 35 回全国産業教育フェア福島大会実行委員会会長 〇   

第 33 回全国高等学校ロボット競技大会会長   〇 

準 優 勝 
(公社)全国工業高等学校長協会理事長 〇 〇  

第 35 回全国産業教育フェア福島大会実行委員会会長 〇   

第 ３ 位 
(公社)全国工業高等学校長協会理事長 〇 〇  

第 35 回全国産業教育フェア福島大会実行委員会会長 〇   

第 ４ 位 
(公社)全国工業高等学校長協会理事長 〇 〇  

第 35 回全国産業教育フェア福島大会実行委員会会長 〇   

敢 闘 賞 

（4 チーム） 

(公社)全国工業高等学校長協会理事長 

※ 第 5 位・第 6 位に授与 

※ 準決勝進出チームより 2 チーム 

〇   

技術奨励賞 
経済産業大臣 

※ 準決勝進出チームより 1 チーム 
〇 〇  

特 別 賞 
福島県知事 

※ 準決勝進出チームより 1 チーム 
〇 〇  

アイデア賞 

（3 チーム） 

第 33 回全国高等学校ロボット競技大会会長 

※ 準決勝進出チームより 3 チーム 
〇 〇  

  準決勝に進出し た１ ２ チームを表彰の対象と する。  



 

 

 

 

 

「全国高校生観光ビジネスアイデアコンクール」 

募 集 要 項 
１ 趣 旨 

   全国の高校生が地域や国内の「観光」に関する課題を解決するため、商業の知識・技術等を活用し

て情報収集・分析力、判断力、コミュニケーション力の向上を図るとともに、新たな価値を創造する

力やチャレンジ精神の育成を図ることを目的とする。 
 

２ 応募資格 

 全国の職業系専門学科および総合学科に在籍する高校生で構成されたチームまたは個人とする。な

お、チームは学校単位で構成し、１チーム５名以内とする。また、同一校からは各部門３作品まで応

募することができ、チームまたは個人は両部門を兼ねることができる。 
 

３ 募集部門 

(1) 「観光ビジネスプラン部門」… 地域資源を活用し、その魅力を発信できるような、「観光」に関

              するビジネスアイデアならびにプランについてプレゼンテーション

              形式で発表する。 

(2) 「デジタルコンテンツ部門」… 様々なコンテンツ（動画・静止画等）を活用し、「観光」に関連

               付けて地域をPRするような作品を制作し発表する。 

 

４ 日 程 

(1) 一次審査（書類審査） 

 ・提出期間 令和７年８月１日（金）～８月20日（水）（期日厳守） 

   ・一次審査の通過チームは、令和７年９月上旬に大会ＨＰに掲載する。 
 

(2) 決勝審査（プレゼンテーション） 

  ・期 日 令和７年10月26日（日） ※25日（土）PM リハーサル 

  ・時 間 9:00 ～ 14:30（開会式、コンクール、表彰式、閉会式） 

   ・会 場 ビッグパレットふくしま（福島産業交流館）コンベンションホールＡ 

       〒963-0115 福島県郡山市南二丁目52番地  TEL  024-947-8010 

 

５ 交通費、宿泊費及び輸送費  

(1) 出場者及び引率者の交通費及び宿泊費等については、自己負担とする。  

なお、宿泊希望者については、大会ＨＰに記載する「宿泊要項」により宿泊先を斡旋する。  

(2) 機器の輸送及び返却にかかる輸送費（梱包代金等を含む）は、出場チームの負担とする。 

 

６ 実施方法  

(1) 申込方法  

ア 参加する学校は、本要項に基づき各部門所定の「エントリーシート（様式７－１）及び（様式７

－２）」（以下、エントリーシートという。）に必要事項を記入し、令和７年８月１日（金）～８

月20日（水）に、学校毎に取りまとめて、「受付・問合せ担当校」に電子メールにて申し込む。 

なお、「デジタルコンテンツ部門」は、エントリーシートと、（資料１）に基づいて制作した映

像作品も提出する。  

イ 「エントリーシート」は、大会ＨＰからダウンロードして使用する。  



ウ 受付後に「受付・問合せ担当校」から参加校へ、受付完了メールを送信する。受付完了メールが

８月26日（火）までに送信されない場合は、「受付・問合せ担当校」に確認すること。  

エ 募集要項等に関する問合せは、「受付・問合せ担当校」へ電子メールにて行う。  

オ 提出書類の作成に当たっては、参加生徒の氏名、肖像等の個人情報を大会要項等に掲載し公開す

ることがあるので、事前に本人の了解を得ること。  

    カ 一次審査通過校（チーム）は、必要書類を令和７年９月26日（金）までに「受付・問合せ担当

校」に電子メールで申し込むこと。詳細に関しては、一次審査を通過した高校（チーム）に別途送

信する「全国高校生観光ビジネスアイデアコンクール決勝審査要項」を参照すること。  

(2) ＜観光ビジネスプラン部門＞  

【一次審査】  

ア 提出されたエントリーシートによる書類審査を実施する。  

イ アイデアの創造性、実現可能性、課題解決への期待度を含め「審査基準」により総合的に審査を

行う。  

ウ 決勝審査に出場する８作品を選出する。  

【決勝審査】  

ア 一次審査を通過した８作品による、口頭発表（プレゼンテーション７分、質疑応答３分）を行

う。  

なお、プロジェクター等の視聴覚機器や実物などを活用し、具体的に説明すること。  

イ 発表時間は７分を目安とする。７分を超過した場合は速やかにプレゼンテーションを終了するこ

と。  

ただし、時間を超過しても減点の対象とはしない。  

ウ 審査は、一次審査の観点に加え、プレゼンテーション及び質疑応答での説明などを含め、総合的

に行う。  

(3) ＜デジタルコンテンツ部門＞  

【一次審査】  

ア 提出されたエントリーシートと映像作品による審査を実施する。  

イ 映像作成については【作品制作要項（資料１）】に沿って、30秒以内とする。 

ウ アイデアの創造性、課題解決への期待度を含め総合的に審査を行う。  

エ 決勝審査に出場する10作品を選出する。  

【決勝審査】  

ア 一次審査を通過した10作品による映像発表を行う。（映像作品は一次審査時に提出したものと

し、変更することはできない。） 

イ 映像発表は「作品映写」→「プレゼンテーション」→「作品映写」（再度映写します）とし、プ

レゼンテーションは口頭でのみ行い、ここまでを３分以内で行う。その後、質疑応答を行う。  

ウ 審査は、一次審査の観点に加え、プレゼンテーション及び質疑応答での説明などを含め、総合的

に行う。   
 

(4) 審査員 

・国内観光産業に精通している企業家、学識経験者及びデジタル技術に精通している有識者等を審査 

員とする。 

・審査員は５名とする。 

 

(5) 表彰 

・部門毎に最優秀賞１作品、優秀賞２作品を決定して表彰する。 

・上記以外のチームには奨励賞を授与する。 
 
 
 



７ 受付・問合せ担当校 

学  校  名 所  在  地 
校   長 
担 当 者 

福島県立郡山商業高等学校 

〒963-8862 

福島県郡山市菜根5丁目6番7号 

TEL 024-922-0724 / FAX 024-922-5059 

E-mail：business2025-gr@fcs.ed.jp 

校 長 山内  浩 

担当者 渡邉 真也 

 

８ 実行委員会事務局 

第３５回全国産業教育フェア福島大会実行委員会事務局本部（福島県教育庁高校教育課内） 
〒960-8670 福島市杉妻町2番16号 
TEL 024-521-8643 / FAX 024-521-7973 
 
全国産業教育フェア福島大会のWebページ  https://koukou-s.fcs.ed.jp/ 
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「全国高校生観光ビジネスアイデアコンクール」 

実 施 規 則 
１ 実施方法 

(1) 次の２つの部門についてコンクールを実施する。 

①「観光ビジネスプラン部門」… 地域資源を活用し、その魅力を発信できるような、「観光」に関するビジ

ネスアイデアならびにプランについてプレゼンテーション形式で発表する。 

②「デジタルコンテンツ部門」…  様々なコンテンツ（動画・静止画等）を活用し、「観光」に関連付けて地

域をPRするような作品を制作し発表する。 

(2) 応募対象は、全国の職業系専門学科及び総合学科に在籍する高校生で構成されたチームまたは個人とする。 

 

２ 会 場 

  福島県産業交流館（ビッグパレットふくしま） コンベンションホールＡ 

  〒963-0115 福島県郡山市南二丁目52番地  TEL：024－947－8010 

 

３ 審査基準・審査方法 

(1) 「観光ビジネスプラン部門」 

 【一次審査】 

ア 提出されたエントリーシートによる書類審査を実施する。 

イ アイデアの創造性、実現可能性、課題解決への期待度を含め「審査基準」により総合的に審査を行う。 

ウ 決勝審査に出場する８作品を選出する。 

 【決勝審査】 

ア 一次審査を通過した８作品について、口頭発表（プレゼンテーション７分、質疑応答３分）を行う。 

     なお、プロジェクター等の視聴覚機器や実物などを活用し、具体的に説明すること。 

イ 発表時間は７分を目安とする。７分を超過した場合は速やかにプレゼンテーションを終了すること。

ただし、時間を超過しても減点の対象とはしない。 

ウ 審査は、一次審査の観点に加え、プレゼンテーションおよび質疑応答での説明などを含め、総合的に

行う。 

 (2) 「デジタルコンテンツ部門」 

 【一次審査】 

ア 提出されたエントリーシートと映像作品による審査を実施する。  

イ 映像作成については【作品制作要項（資料１）】に沿って、30秒以内とする。 

ウ アイデアの創造性、課題解決への期待度を含め総合的に審査を行う。  

エ 決勝審査に出場する10作品を選出する。 

 【決勝審査】 

ア 一次審査通過10作品による映像発表を行う。（映像作品は一次審査時に提出したものとし、変更する

ことはできない。） 

イ 映像発表は「作品映写」→「プレゼンテーション」→「作品映写」（再度映写します）とし、プレゼン

テーションは口頭でのみ行い、ここまでを３分以内で行う。その後、質疑応答を行う。 

ウ 審査は、一次審査の観点に加え、プレゼンテーション及び質疑応答での説明などを含め、総合的に行

う。 

(3)審査員 

・国内観光産業に精通している企業家、学識経験者及びデジタル技術に精通している有識者等を審査員とす

る。 

・審査員は５名とする。 



 

「全国高校生クッキングコンテスト」 

募 集 要 項 

１ 趣 旨 

  全国の高校生がこれまでに家庭科で学習した知識と技術を生かし、米を主食とした「高校生のための

ワンプレート朝ごはん～笑
え

み福
ふ く

～」を創作する機会を設ける。福島県は全国有数の米どころであり果物

大国である。このことから、今回は米及び果物を取り入れた朝食を創作する。さらに、このコンテスト

を通して、朝食に対する関心を高めるとともに、創造性を養い、調理技術の向上及び健全な食生活を実

践する力を育むことをねらいとする。 

 

２ 日 時 

令和７年10月25日（土） 13:30～15:30  食材搬入、会場下見、準備等 

令和７年10月26日（日）  9:10～14:30  競技(招集時間)、閉会式 

 

３ 会 場  

  学校法人郡山開成学園 郡山女子大学 

  〒963-8851 福島県郡山市開成３丁目25-2  TEL 0249-32-4848 

 

４ 内容等 

  別紙「全国高校生クッキングコンテスト実施規則」による。 

  

５ 表 彰 

  金賞 １チーム   銀賞 １チーム   銅賞 １チーム   特別賞 ３チーム 

 

６ 交通費及び宿泊費 

  出場者及び引率者の交通費、宿泊費等については、事務局は負担しない。 

なお、宿泊希望者については、後日大会ＨＰに掲載する「宿泊等のご案内」により宿泊先を斡旋する。 

 

７ 申込方法   

(1) 各都道府県教育委員会・政令指定都市教育委員会は、本要項に基づき、参加申込書(様式８－１）及

びエントリーシート（様式８－２）に必要事項を記入の上、令和７年７月14日（月）から８月６日（水）

（必着）までに「受付・問合せ担当校」へ郵送で申し込むこと。 

 (2) 応募作品について 

  ア エントリーシート（様式８－２）には、完成した作品の写真を貼付すること。 

イ 応募作品（書類）は、原則として返却しない。 

ウ 第２次審査の詳細は、第１次審査通過校に「受付・問合せ担当校」から連絡する。 

(3) 審査に関する質問は、「受付・問合せ担当校」へ直接電子メールで問い合わせること。 

(4) 応募作品の取り扱い 

応募作品の知的財産権は応募者に帰属する。ただし、主催者はその展示・公開及び出版等を自由に

行うことができるものとする。 



 (5) 参加生徒の名前、肖像等の個人情報を大会要項等に掲載し公開することがあるので、提出データの

作成に当たっては、本人および学校の了解を得て作成すること。 

(6) 受付・問合せ担当校 

学  校  名 所  在  地 
校   長 

担 当 者 

福島県立二本松実業高等学校 

〒964-0937  

福島県二本松市榎戸一丁目58番地２ 

TEL 0243-23-0960 / FAX 0243-22-7388 

E-mail：cooking2025-gr@fcs.ed.jp 

校 長 川島 孝夫 

担当者 吉田由香里 

 

８ 実行委員会事務局 

第３５回全国産業教育フェア福島大会実行委員会事務局本部 

（福島県教育庁高校教育課内） 

〒960-8670 福島市杉妻町２番16号  TEL 024-521-8643 / FAX 024-521-7973 

全国産業教育フェア福島大会のWebページ  https://koukou-s.fcs.ed.jp/ 
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「全国高校生クッキングコンテスト」実施規則 

１ 実施方法 

(1) 書類による第１次審査と会場での実技調理・試食および作品紹介による第２次審査で行う。 

(2) 応募対象は全国の高校生とする。（専門学科に限らない） 

(3) １チーム同一校２人とする。 

 

２ 会 場 

  学校法人郡山開成学園 郡山女子大学 

  〒963-8851 福島県郡山市開成３丁目25－２  TEL 0249-32-4848 

 

３ 実施日程 

 ○応募・審査等 

項  目 期  間 備  考 

応募期間 
令和７年７月14日(月) 

～８月６日(水) 
郵送（８／６(水)必着）による。 

第１次審査 令和７年８月下旬 
書類による審査とする。 
審査結果は書類で通知する。 

第１次審査結果発表 令和７年９月上旬発表 
第２次審査対象チームと連絡をとり、実施条
件等の打合せを行う。 

前日打合せ等 令和７年10月25日(土) 食材搬入、会場下見、リハーサル等を行う。 

第２次審査 
第２次審査結果発表 

令和７年10月26日(日） 
調理準備・リハーサル等を行う。 
会場で実技調理・試食等による審査を行う。 
審査後、結果発表及び表彰を行う。 

 

 ○第２次審査 

項 目 場 所 内   容 

開 会 式 8 2 1 講義室 出場者の紹介等を行う。 

競 

技 

プ レ ゼ ン 
テーション 

8 2 1 講義室 
・学校紹介・自己紹介を行う。 
・作品紹介を行う。※作品紹介及び質疑応答を審査対象とする。 

調 理 調理学実習室 30分以内に５食分の実技調理及び盛り付けを行う。 

審  査 実 習 食 堂 
審査員による調理状況の観察及び試食、作品紹介によって評価
を行う。 

閉 会 式 8 2 1 講義室 表彰（金賞・銀賞・銅賞・特別賞）を行う。 

 

４ 実施条件 

(1) 「高校生のためのワンプレート朝ごはん～笑
え

み福
ふ く

～」のテーマに則すること。サブテーマの「笑
え

み福
ふ く

」

は、「食べた人が笑顔になり、幸福感を得る」とする。 

(2) 朝食への関心を高め、朝食摂取率向上につながるよう、各チームで次の条件を満たした朝食献立を提

案する。その際、各チームにおいて、朝食を供する対象者（高校生）を設定し、対象者に適した料理を

工夫すること。 

 ・ テーマに則した朝食は、ワンプレートであり、かつ、持ち運びもできる献立を提案し、調理する。 

 ・ 朝食への関心を高め、朝食摂取率向上につなげるため、プレゼンテーションにおいて、手軽な調理



操作のアイデアについて提案する。調理操作のアイデアについては中学３年生が調理する場合を想

定すること。献立の内容や調理操作のアイデアを様式８－２のアピールポイント及び作り方（調理操

作のアイデア）に記述する。 

   ※ 調理操作のアイデアにおいては、献立の材料を変更することはできない。ただし、材料の加工

品（缶詰（形状は指定しない）、乾物、だし調味料）は、使用できるものとする。使用する調理

器具の種類は問わない。 

 (3) ワンプレートに用いる器の大きさは400～600㎠程度とし、献立に汁物等があり別器に盛り付けた場

合には、ワンプレートの器の上にすべて盛り付けることとする。 

   持ち運びに用いる容器の種類及び数等は、指定しない。 

 (4) 使用材料に関する条件は以下のとおりとする。 

  ・ 規定材料として、次の２つを使用する。 

   ア 主食は米とする。第２次審査では福島県産米『福、笑い』を使用する（事務局で準備）。 

   イ 参加者の地域の特産の果物を用いる。 

    ※ 果物は、旬のものを用いることが適切である。旬の時期は第２次審査当日の10月下旬とする。 

      ただし、第１次審査の時期にその果物が入手困難な場合には、別の果物に変更することができ

る。その際、第１次審査において提出した調理形態及び分量の変更はできない。なお、第２次審

査において使用する果物を変更する場合には、様式８－２に必要事項を記入して提出すること。 

  ・ 農産物及び水産物の缶詰類（水煮・シロップ漬け）は、使用可能とする。（果物も含む。） 

   ※ 農産物の形状は、全形とする。全形とは、農産物の皮または果皮を除去し、または除去しない原

形またはほぼ原形のもの。ただし、たけのこにあっては皮及び根元の固い部分を除去したものであ

り、かつ、節間が著しく長くないもの、パインアップルにあたっては果皮及び果芯を除去した円筒

状の果肉、びわにあたっては果皮及び果核を除去したほぼ果肉とする。 

  ・ 調理済み・半調理済み食品は使用しないこと。 

  ・ 材料費は１食分600円以内とする。 

 (5) 調理上のルールについては以下のとおりとする。 

  ・ 30分以内に５食分の調理・盛り付けができること。  

   ※ ５食の内訳は次のとおりとする。 

     ワンプレート ３食（２食は審査用、１食は展示用）とする。 

     持ち運び   ２食（１食は審査用、１食は展示用）とする。 

  ・ 調理器具・食器・材料の準備、調味料の計量、白米の炊飯は制限時間外とする。 

  ・ 調理操作（材料を洗う、切る、皮むきや加熱）は、制限時間内とする。 

  ・ 使用可能な熱源は、次のとおりとする。 

   ア ガスコンロ  ３口（規格・仕様：別記１のとおり） 

   イ ガスオーブン １つ（規格・仕様：別記２のとおり） 

   ※ 手軽な調理操作に変更したアイデアに使用可能な熱源には、電子レンジ（出力600Ｗ）及びオー

ブントースター（温度調節約80～230℃）を加える。 

  ・ 器具の片付け及び洗い物は制限時間外とする。（補助員を各チーム１名配置する。） 

  ・ 調理・盛り付け時間の延長は認めない。 

  ・ 出汁・スープストック・湯をとる・乾物を戻すことは事前準備として行うことができる。 

   ※ 第２次審査当日の事前準備時間については、30分間とする。  

 

５ プレゼンテーション競技について（第２次審査対象チームのみ） 

(1) プレゼンテーション競技の時間は６分間とする。 

(2) プレゼンテーションでは、はじめに１分以内に学校紹介・自己紹介を口頭で行い、続けて、４分以内

に、作品紹介及び中学３年生が調理することを想定した手軽な調理操作のアイデアの提案を口頭で行

う。 

(3) 審査員からの質疑に応答する。質疑応答の時間は１分間とする。 



６ 必要器具等の内容について（第２次審査対象チームのみ） 

(1) 第２次審査対象チームに、必要となる食材・調理器具・食器等の事前調査をする。会場で用意できる

物品のリストは後日提示する。リストに記載されていないものは、各チームで用意すること。 

(2) 調味料は基本的なものは用意する。それ以外の特殊なものは、各チームで用意すること。 

 

７ 審査方法 

(1) 第１次審査  全応募作品の中から、審査基準に基づき書類審査を行い、上位６チーム選出する。 

(2) 第２次審査  会場で作品紹介・実技調理・試食を審査し、入賞者を決定する。 

(3) 審査基準 

項   目 内     容 

アイデア･オリジナリティ テーマに則しており、料理及び持ち運びの創意工夫がみられるか。 

地 域 性 各都道府県の郷土の特産物、郷土の良さが十分に生かされているか。 

お い し さ 味・彩り・食材の組み合わせがよいか。 

栄 養 対象者に適した内容であり、栄養バランスがとれているか。 

汎用性・普及性 手軽に調理でき、朝食摂取率向上につながるような工夫がされているか。 

作 業 態 度 材料の使い方に無駄がない。効率よく作業し、時間内に作り終えたか。 

衛 生 ・ 安 全 調理作業が衛生的かつ安全であるか。 

作 品 紹 介 コンテストの趣旨に基づいた内容が、時間内に紹介されているか。 

 

別記１ 

 ○ 品名（メーカー）  両面焼きグリル付３口ガスビルトインコンロ（リンナイ） 

 ○ 型 式  ＲＨＳ７１Ｗ１６ＡＬＲ 

 ○ ガ ス 消 費 量    

個別ガス消費量 単位：kW 

強火力バーナー 標準バーナー 小バーナー 
グリル 

グリル部 アフターバーナー部 

４．８８ ２．７７ １．１９ 
２．３５ 

１．７６ ０．５９ 

※１kW＝860kcal/h 

 

別記２ 

 ○ 品名（メーカー）  ビルトインオーブン・コンベック（リンナイ） 

 ○ 型 式  ＲＳＲ－Ｓ５１Ｃ 

 ○ ガ ス 消 費 量  ４．３４kW 

 



 

「第１２回全国高校生介護技術コンテスト」 

募 集 要 項 

１ 趣 旨 

 福祉を学ぶ高校生の介護技術力を高めるとともに、様々な介護の場面において、適切かつ安全に支援

できる能力と態度を育成することを目的とする。 

 

２ 日 時 

令和７年10月25日（土） 15:00～16:00  事前説明会 

令和７年10月26日（日）  9:30～15:30  開会式、コンテスト、閉会式 

 

３ 会 場 

学校法人聖光学院 聖光学院高等学校 体育館 

〒960-0486 福島県伊達市六角３番地  TEL 024-583-3325 

 

４ 出場資格 

  福祉を学ぶ高校生で、各ブロックの代表生徒とする。 

 

５ 内 容 

  別紙「第１２回全国高校生介護技術コンテスト」実施規則による。 

 

６ 交通費及び宿泊費 

  出場者及び引率者の交通費、宿泊費等については、自己負担とする。 

  なお、宿泊希望者については、後日大会ＨＰに掲載する「宿泊要項」により宿泊先を斡旋する。 

 

７ 申し込み方法 

(1) 各地区審査を通過した学校は、各都道府県教育委員会・政令指定都市教育委員会を通じ、下記の

「参加申込書（様式９）」に必要事項に記入し、令和７年８月19日（火）から９月４日（木）の期

間中に「受付・問合せ担当校」へ電子メールで申し込むこと。 

(2) 申込書（様式９）は大会ＨＰ上からダウンロードし使用すること。 

(3) 出場校は令和７年９月下旬に発表する。 

(4) 提出書類の作成に当たっては、参加生徒の氏名、肖像等の個人情報を大会要項等に掲載し公開する

ことがあるので、本人の了解を得て作成すること。 

(5) 質問は、「質問用フォーム」により令和７年９月24日（水）までに行う。（困難な場合は、「受

付・問合せ担当校」へ電子メールにより行う）回答は、大会ＨＰに10月上旬までに掲載する。それ

以降の質問は、「受付・問合せ担当校」へ電子メールで問い合わせること。 

 



(6) 受付・問合せ担当校 

学  校  名 所  在  地 
校   長 

担 当 者 

学校法人聖光学院 

聖光学院高等学校 

〒960-0486 

福島県伊達市六角３番地 

TEL 024-583-3325 / FAX 024-583-3145 

E-mail：kaigo2025-gr@fcs.ed.jp 

校 長 新井 秀 

担当者 戸川 翔一朗 

 

８ 質問用フォーム 

https://forms.gle/HDeEcQNzYWmvmtZVA 

 

 

 

 

 

 

９ 実行委員会事務局 

第３５回全国産業教育フェア福島大会実行委員会事務局本部 

（福島県教育庁高校教育課内） 

〒960-8670 福島市杉妻町２番16号 

TEL 024-521-8643 / FAX 024-521-7973 

 

全国産業教育フェア福島大会のＨＰ        https://koukou-s.fcs.ed.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

さんフェア福島 

mailto:kaigo2025-gr@fcs.ed.jp
https://forms.gle/HDeEcQNzYWmvmtZVA
https://koukou-s.fcs.ed.jp/


 

 

「第12回全国高校生介護技術コンテスト」実施規則 

 

１ 実施方法 

(1) 競技内容  課題に対する介護技術及び説明を競う。 

(2) 競技時間  課題検討25分  競技７  説明２分 

(3) 課  題  「Ａ 移動の介護 Ｂ 排泄の介護 Ｃ 身じたくの介護 Ｄ 食事の介護」のうち、Ａ

～ＤまたはＡ～Ｄを組み合わせたものとする。 

         ※課題の状況設定の詳細は、９月下旬に出場校に連絡する。 

(4) 出場資格  全国の高等学校で福祉を学ぶ生徒 

         ※1チーム同一校 選手３名（うち競技者２名）、各ブロックの代表校１校 

         （九州ブロックは２校）、前回優勝ブロック１校、開催県１校の計12校 

(5) 利用者役  福島県福祉施設に勤務する介護福祉士（審査員）とする。 

 

 

２ 審査方法 

(1) 審査対象  課題に対する介護技術と説明を総合的に審査する。 

(2) 審 査 員  高等学校の福祉教育に理解の深い学識経験者をもって充てる。 

        審査委員長と、１競技に審査員２名及び利用者役審査員１名で審査にあたる。 

(3) 審  査  別途作成するチェックリストに基づいて行う。 

 

 

３ 表  彰 

  最優秀賞 １校   優秀賞 ２校   奨励賞 ９校 

 

 

４ 競技場の注意 

(1) 選手の服装は、各学校指定の実習服等と介護用シューズとする。 

(2) 競技は会場に準備された物品を用いて行うこととし、その他の物品を会場へ持ち込むことはできな

い。 

(3) 選手は、競技中一切の指導助言を受けることはできない。また、何人も選手に対して指導助言を与

えてはならない。 

(4) 競技中の選手の交代はできない。また、審査員の許可なく会場を離れた場合は、失格とする。 

 (5) 競技は2校同時に実施し、競技順は令和７年10月25日（土）に抽選により決定する。 

 (6) 審査員は開催県が選出する。 

 

 

５ 日 程 

 (1) 令和７年10月25日（土） 15：00～16：00 事前説明会 

 (2) 令和７年10月26日（日）  9：30～15：30 開会式、コンテスト、閉会式 


